
ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
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子育て家庭を応援する環境づくり

Ⅰすべての子育て家庭をライフステージを通じて切れ目なく支える環境づくり

１ こども・若者の権利擁護

①こどもの権利に関する施策充実・普及啓発
1 こども・若者への

意見聴取
声を聴かれにくいこども・若者
に対して、利用したり生活した
りしている施設等を訪問した上
で、意見を言いやすい雰囲気づ
くりを行い、意見を引き出す
ファシリテーターを交えて意見
聴取を行い、適切に意見表明者
に対しフィードバックします。

子育て政策課 こども・若者への
意見聴取の継続実
施

実施 継続実施 【子育て政策課】
子育てイベントの機会を活用して意見聴取アンケー
トを実施し、声を上げにくい人も含めて幅広く意見
を収集できるよう努めた。

【子育て政策課】
引き続き、若者の意見把握に努めるとともに、得ら
れた意見を今後の施策や取組の改善に活かし、適
切なフィードバックを行う。

２ 妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援の充実

①安心して出産できる保健・医療体制の整備
2 妊産婦健康診査の

実施
妊産婦の心身の健康の保持増
進を図るため、妊産婦に対して
健康診査を行い、心身の異常の
早期発見を図ります。

健康推進課 妊産婦健康診査の
延べ受診回数

実施 14,082回 【健康推進課】
○妊婦健康診査
　延14,613回
　（実1,131人）
○産婦健康診査
　延2,228回
　（実1,121人）

【健康推進課】
妊産婦の健康の保持増進を図るため、妊娠期間中
の適切な時期に健康状態の把握や基本的な検査計
測、必要に応じた医学的な検査及び保健指導を行
う妊婦健康診査を医療機関において実施する。ま
た、産後うつの早期発見、早期支援を図り、新生児
への虐待等を予防することを目的に産婦健康診査
を実施する。

3 相談・指導体制の
充実

保健師等の専門職が様々な相
談に応じ、妊娠期から出産・子
育て期まで寄り添いながら切れ
目のない支援を提供し安心して
こどもを生み育てる環境づくり
を推進します。

健康推進課 妊婦等包括相談支
援事業の延べ利用
日数

実施 2,874日 【健康推進課】
○妊娠届出時面談
　1,132件
○乳児家庭全戸訪問時面談
　1,124件
その他、面談を希望する妊婦への面談や電話を行
い、切れ目のない支援を実施した。

【健康推進課】
妊娠期から出産・子育て期まで寄り添いながら相
談支援を行う。面談等により出産や子育てに関す
るアドバイスや情報提供を行い、安心して出産子育
てができるよう、引き続き支援する。

4 出産後の支援の充
実

母親を対象とした産後ケア事業
等、出産後の母子への支援の充
実を図ります。

健康推進課 ①産後ケア事業の
延べ利用日数
②乳児家庭全戸訪
問事業の訪問人数

実施 ①49日
②958人

【健康推進課】
①産後ケア事業
　延利用日数　685日
　（内訳）
　訪問型　81日（回）
　日帰り型　506日（回）
　宿泊型　98日（32回）
②乳児家庭全戸家庭事業
　訪問人数　1,124人

【健康推進課】
①利用料の無償化、訪問型の利用回数の拡大等に
より産後ケアの提供体制の拡充を図る。
②生後４ヶ月までの乳児のいるすべての家庭を訪
問し、子育て支援に関する情報提供や育児環境の
把握を行う。

5 周産期医療の充実 安全な出産を確保するため、地
域の周産期医療施設と連携し、
母体・新生児救急医療体制の充
実を図ります。

保健医療政策課
(地域医療課)

地域の周産期医療
施設との連携

実施 継続実施 【地域医療課】
実施

【地域医療課】
継続実施

6 移送サービスの提
供

出産等の際に、何らかの移動手
段を必要とする妊産婦に対し、
認定タクシードライバーが自宅
と病院等までの区間を移送す
るサービスを、デジタル技術を
活用した上で提供します。

子育て政策課 タクシー配車アプ
リ利用登録者数

1,275人 継続実施 【子育て政策課】
令和7年度のタクシー配車アプリ利用登録者数は
708人であった。

【子育て政策課】
令和8年度からクーポン枚数の増量(4枚→10
枚)・クーポンの有効期限延長(出産予定日から
365日後まで)・買い物支援(医療機関に加えて、
一部店舗・施設も利用可能)などのサービスの拡充
を行い、多くの方々に子育てタクシーを利用しても
らえるよう取り組んでいく。
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②健やかに育つための保健・医療体制の整備
7 健康診査等の充実 乳幼児期の心身の発達異常を

早期に発見し、適切な対応を行
うため、健康診査を実施すると
ともに、経過観察の必要な乳幼
児について保健指導を行いま
す。

健康推進課 ①乳幼児健康診査
②歯科健診や歯科
保健指導の実施回
数

1か月児、3か
月児、7か月
児、1歳6か月
児及び3歳児
健康診査の実
施

1か月児、3か
月児、7か月
児、1歳6か月
児及び3歳児
健康診査の実
施

【健康推進課】
①1か月児、3か月児、7か月児、1歳6か月児及び
3歳児健康診査の実施
【受診率】
1か月健診：97.0％
3か月健診：98.3％
7か月健診：98.0％
1歳6か月健診：99.7％
3歳児健診：94.5％
②乳幼児歯科健診（集団）受診者数
１歳６ヶ月児　1,194人
３歳児　　1,267人

【健康推進課】
乳幼児期の心身の発達異常を早期に発見し、適切
な対応を行うため、健康診査を実施するとともに、
経過観察の必要な乳幼児について保健指導を行
う。

8 相談・指導体制の
充実

安心して育児を行うことができ
るよう、気軽に相談できる体制
の充実を図るとともに、乳幼児
の保健医療に対する適時適切
な指導・助言を行います。

健康推進課 相談・指導体制の
充実下関市乳児家
庭全戸訪問事業
（こんにちは赤ちゃ
ん事業）育児学級
訪問指導　健康相
談乳幼児相談栄養
指導子どもの心と
からだの相談室子
どもの事故予防に
関する知識を普及
啓発

実施 継続実施 【健康推進課】
市内８カ所の保健センターにおいて、妊娠期から子
育て期まで切れ目なく気軽に相談できる体制の充
実に努めた。

【健康推進課】
気軽に相談できる体制の充実を図るとともに、乳
幼児の保健医療に対する適時適切な指導・助言を
引き続き行う。

9 疾病・感染症予防
対策の推進

乳幼児期からの生活習慣病予
防や感染症予防、予防接種に関
する正しい知識の普及啓発を
図ります。

健康推進課 ふくふく健康21の
推進
保健推進委員活動
の推進

実施 継続実施 【健康推進課】
保健センターの保健師等が健康相談、健康教育を
実施するとともに、保健推進委員が地区活動を通
じて健康づくりに関する情報発信,正しい知識の普
及啓発を行った。

【健康推進課】
健康相談、健康教育の場を通じて乳幼児期から健
康づくりに関する正しい知識の普及啓発を引き続
き実施する。

10 小児医療体制の充
実

休日・夜間の救急医療体制を充
実するとともに、小児救急医療
体制や適正な受診についての
周知を図ります。

保健医療政策課
(地域医療課)

休日・夜間の救急
医療体制の整備
救急医療体制の周
知

実施 継続実施 【地域医療課】
実施

【地域医療課】
継続実施

③学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の推進
11 思春期保健体制の

充実
思春期保健関係機関と連携し、
性や生命に関する学習機会の
充実や喫煙・薬物に関する正し
い知識の普及を図ります。

保健医療政策課
健康推進課
学校教育課
（教育研修課）
（学校保健給食
課）

①思春期保健関連
機関の連携②性感
染症に関する正し
い知識の普及活動
③思春期保健健康
教育

実施 継続実施 【保健医療政策課】
②エイズ等の個別相談及び検査を実施した。
③夏休みに親子おくすり教室を開催し、小中学生に
調剤体験と薬の適正使用の講義を行った。出前講
座で大学生に薬物乱用防止講話を実施した。
【健康推進課】
学校と連携してプレコンセプションケアに関する教
育を実施し、正しい知識の普及啓発を行った。
【教育研修課】
教職員を対象に、思春期保健や性に関する研修会
を周知し、参加を促した。 
【学校保健給食課】
市内各小・中学校において、薬剤師や警察職員等を
講師に迎え、「薬物乱用ダメ。ゼッタイ。教室」を実
施した。

【保健医療政策課】
②エイズ等の個別相談及び検査を実施する。
③夏休みに親子おくすり教室を開催し、小中学生に
調剤体験と薬の適正使用の講義を行う。出前講座
で大学生に薬物乱用防止講話を実施する。
【健康推進課】
プレコンセプションケア（性や健康に関する正しい
知識をもち、妊娠前からライフデザインや将来の健
康を考えて健康管理を行う）の概念の普及啓発に
取り組む。
【教育研修課】
教職員を対象に、思春期保健や性に関する研修会
を周知し、参加を促す。
 【学校保健給食課】
令和7年度同様、市内各小・中学校において、「薬物
乱用ダメ。ゼッタイ。教室」を実施する。
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12 相談体制の充実 児童生徒の心のケアや身体の
問題に対応する相談体制の充
実を図ります。

健康推進課
生涯学習課
こども家庭支援
課

精神保健福祉相談
の実施

実施 継続実施 【健康推進課】
学校と連携し、精神保健福祉相談員が児童生徒の
こころの健康に関する相談に応じた。
【生涯学習課】
ヤングテレホン下関で、青少年及び保護者の不安
や悩みの相談786件に対して、助言、指導を行っ
た。
【こども家庭支援課】
個々のケースに応じて、相談対応や適切な関係機
関につないだ。

【健康推進課】
精神保健福祉相談員による相談体制を継続する。
【生涯学習課】
青少年及び保護者の不安や悩みに対して、助言、指
導を行っていく。
【こども家庭支援課】
個々のケースに応じて、相談対応や適切な相談機
関へのつなぎを行う。

13 自殺防止の推進 自殺を防止するため、幅広い関
係者が児童生徒の問題行動の
未然防止や自殺の兆候の早期
発見等に取り組み、相談体制の
充実を図ります。

健康推進課
学校教育課
生涯学習課

自殺防止の推進 実施 継続実施 【健康推進課】
気になる児童生徒について、学校と連携して個別
支援を実施した。
【学校教育課】
下関市「いのちの日」の取組を実施した。
 SC（スクールカウンセラー）による授業（ストレス
への対処、人間関係づくり、SOSの出し方）を実施
した。 
【生涯学習課】
ヤングテレホン下関で、青少年及び保護者の不安
や悩みの相談786件に対して、助言、指導を行っ
た。

【健康推進課】
各関係機関との連携を強化し、気になる児童生徒
の早期発見・早期支援に努める。
【学校教育課】
引き続き、下関市「いのちの日」の取組を実施して
いく。 県教委のグローイングハートプロジェクトに
基づき、引き続き、SC（スクールカウンセラー）によ
る授業を継続していく。
 【生涯学習課】
引き続き、青少年及び保護者の不安や悩みに対し
て、助言、指導を行っていく。

④情報提供体制・相談支援体制の充実
14 情報提供体制の充

実
子育てに関する情報がすべて
の子育て家庭に確実に伝わる
よう、より効果的な提供方法を
検討し、様々な方法・媒体で情
報を提供します。

こども未来部
教育委員会
保健部
福祉部

①子育てに役立つ
情報の提供
②提供方法の検討

実施 継続実施 市報、ホームページ、チラシ、窓口配布等の多様な
媒体を活用するとともに、関係機関と連携しなが
ら、子育て家庭に必要な情報をわかりやすく提供で
きるよう情報発信の充実を図った。

関係機関と連携しながら、子育て家庭に必要な情
報がより確実かつ分かりやすく届くよう、効果的な
情報提供の充実に努める。

15 子育てにかかる手
続きの負担軽減

行政手続きのオンライン化を進
めるなど子育て当事者の利便
性を向上します。

子育て政策課
幼児保育課
こども家庭支援
課

ぴったりサービス
等オンラインにより
受付する手続数

実施 継続実施  【幼児保育課】
保育施設等の利用申込や教育・保育給付認定の申
請、教育・保育給付認定現況届について、オンライ
ンによる申請を受け付けた。
【こども家庭支援課】
ぴったりサービスとやまぐち電子申請サービスに
より、児童手当の認定請求等20件、児童扶養手当
の証書亡失届1件の手続きがあった。

【幼児保育課】
【こども家庭支援課】
利便性の向上のため、引き続き、事業を継続する。

16 地域の関係機関・
団体等との連携に
よる情報提供の充
実

教育・保育施設や医療機関、子
育て支援を行う機関・団体等と
連携を図った情報提供体制の
充実を図ります。

こども未来部
教育委員会
保健部
福祉部

関係機関等との連
携

実施 継続実施 教育・保育施設や医療機関、子育て支援を行う機
関・団体等と連携し、子育て家庭に必要な情報を各
機関を通じて適切に提供できるよう、情報提供体
制の充実を図った。

関係機関と連携し、情報共有と情報提供体制の一
層の充実に取り組む。

17 母子保健と児童福
祉の連携強化

こども家庭センターに配置する
センター長・統括支援員を中心
として、母子保健機能と児童福
祉機能による一体的な支援を
進めます。

こども家庭支援
課
健康推進課

こども家庭セン
ター運営業務/合
同ケース会議開催
実績

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
合同ケース会議を定例で月１回と必要時に随時行
い、年間１６回開催した。（３５世帯、４２人）
【健康推進課】
定例や臨時で合同ケース会議を行い、包括的に支
援の必要なケースを漏れなく支援する方法や体制
を整備した。

【こども家庭支援課】
合同ケース会議等を実施し、母子保健機能と児童
福祉機能による一体的な支援を継続する。
【健康推進課】
引き続き、合同ケース会議等にて協議し、よりよい
支援につながるように努める。

3



ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
基本
視点

基本
目標

施策
目標

施策展開
の方向

施策 事業概要 担当課名 目標項目 現状
（R６年度）

目標
（R１１年度）

実施内容
（Ｒ７年度）

実施予定内容
（Ｒ８年度）

18 こども家庭セン
ターを中心とした
相談支援体制の充
実

個々のケースに適切に対応で
きるよう、こども家庭センター、
保健センター、子育て支援セン
ターや家庭児童相談室等にお
いて、各種相談機能の充実を図
ります。また、相談機関の周知
を図るとともに利用しやすい体
制を整備します。

こども家庭支援
課
健康推進課
幼児保育課
子育て政策課

こども家庭セン
ターを中心とした
相談支援体制

実施 継続実施  【こども家庭支援課】
こども家庭センターを中心とした相談支援体制を
構築し、個々のケースのニーズに応じた相談支援を
行った。 関係機関、支援団体等へのリーフレットの
配布、イベント時や広告モニターなどで紹介するな
ど周知を行った。
【健康推進課】
保健師等の専門職が、妊娠・出産・子育て期の各種
の相談に応じ、切れ目のない支援に努めた。
 【幼児保育課】公立子育て支援センターにおいて子
育てに関する相談（延べ1,812件）を受けた。例月
の活動だよりも作成し、市のウェブサイトに掲載し
た。

【こども家庭支援課】
個々のケースのニーズに応じた相談支援を関係機
関と連携して実施するとともに各種相談機関の周
知を図る。
【健康推進課】
保健師等の専門職が、引き続き相談に応じる。
【幼児保育課】
各子育て支援センターにおける相談支援を継続し
て実施する。

19 子育て支援フロア
の設置

市役所本庁舎東棟１階に親子ふ
れあい広場を設置し、支援セン
ターとしての機能を付加しま
す。
本市の子育て支援の中核を担
う場所として、子育てに関する
総合的な相談体制の充実や、各
子育て支援センター等と連携し
た子育て支援機能の充実を図
ります。
さらに、市役所本庁舎内の立地
を活かし、保護者が市役所で手
続き等を行っている間、一時預
かり事業に準じたこどもの「見
守り」を行います。

子育て政策課 総合的な相談体制
の充実子育て支援
機能の充実こども
の「見守り」件数

1,818人 2,500人 【子育て政策課】
保護者が市役所で手続き等を行っている間、一時
預かり事業に準じたこどもの「見守り」をした件数
は2,711件であった。

【子育て政策課】
育児書の貸出を開始し、また、保護者同士で子育て
に関する情報交換や学習が行える機会を増やして
いく。

20 関連部局の連携 保健・福祉・教育等、庁内の関係
部局が連携を図り、一体となっ
た支援を進めます。

こども未来部
教育委員会
保健部
福祉部

関連部局の連携 実施 継続実施 保健・福祉・教育等の庁内関係部局が連携し、情報
共有や役割分担を図りながら、こどもと家庭に対す
る一体的な支援を推進した。

庁内関係部局が連携し、情報共有や連携体制の充
実を図りながら、こどもと家庭に対する切れ目のな
い一体的な支援を推進する。

21 必要な人へ確実に
届く支援

支援情報を知らない、手続きが
煩雑でサービス利用に至らな
い、支援が必要な状況であるこ
とを自覚していないなど、支援
が届かない・届きにくい状況に
あるこども・若者、子育て家庭
を含め、すべての対象者へ必要
な支援を確実に届けられるよ
う、プッシュ型、アウトリーチ型
の支援を行います。
また、こどもや高齢者、障害者
な
ど、複数の分野にまたがった複
雑化・複合化した課題に対応す
るため包括的（重層的）な支援
体制づくりを進めます。

こども未来部
教育委員会
保健部
福祉部

実施 継続実施 制度や相談窓口の情報が行き届きにくいこども・
若者や子育て家庭に対し、関係機関による訪問、声
かけ、継続的な見守り等を通じて支援につなげる
取組を進めた。
また、分野をまたぐ課題に対応できる連携体制の
整備に努めた。

必要な支援へ円滑につなげられるよう丁寧な働き
かけを行うとともに、こども・若者、子育て家庭、高
齢者、障害者等に関する複合的な課題について対
応できる支援体制の充実を図る。
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ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
基本
視点

基本
目標

施策
目標

施策展開
の方向

施策 事業概要 担当課名 目標項目 現状
（R６年度）

目標
（R１１年度）

実施内容
（Ｒ７年度）

実施予定内容
（Ｒ８年度）

３すべての子育て家庭への支援の充実

①多様な子育て支援サービスの充実
22 一時的な保育の充

実
地域の人や子育て関係機関・団
体と連携し、病気や介護のため
にこどもの保育が困難になった
場合やリフレッシュを希望する
場合等の就学前児童・小学生等
を対象とした一時的な保育の
充実を図ります。
また、多様な働き方やライフス
タイルにかかわらない形での支
援を強化するため、現行の認定
こども園や保育園の一時預かり
の充実を図ります。

幼児保育課
子育て政策課

一時預かり事業
①幼稚園型以外/
延べ利用人数
②幼稚園型/延べ
利用人数・箇所数

実施 継続実施  【幼児保育課】
①公立668人
　私立1,804人
②公立4,776人/14か所
   私立19,032人/16か所

【幼児保育課】
各認定こども園や保育園における一時預かり事業
を継続して実施する。

23 多様な保育サービ
スの充実

延長保育や休日保育、病児・病
後児保育等の多様な保育サー
ビスや幼稚園における一時預
かりの充実を図ります。

幼児保育課
子育て政策課

〇病児保育事業/
延べ利用人数・箇
所数
①病児・病後児対
応型（市実施型）
②病児・病後児対
応型（企業主導型）
③体調不良児対応
型
〇延長保育事業/
実人数・箇所数

実施 継続実施 【子育て政策課】
○病児保育事業
①病児・病後児対応型（市実施型）
　　　利用者　2,372人：４箇所
②病児・病後児対応型（企業主導型）
　　　利用者　１，１２４人：４箇所　
【幼児保育課】
③体調不良児対応型
　　　利用者　1,627人：5箇所　

○ 延長保育事業（Ⅱ型のみ）
　　　利用者 1,497人：公立6か所/私立31か所

【子育て政策課】
令和8年度から病児保育の利用料を免除し、保護
者の経済的な負担の軽減を図る。
【幼児保育課】
令和8年度においても保護者のニーズに応えるた
めに多様な保育サービスの提供を継続して実施す
る。

24 民間保育サービス
の育成

民間保育サービス等に対する
助言及び援助を充実するとと
もに、職員の研修会等の充実を
図り、民間保育従事者との連携
の場の形成に努めます。

幼児保育課 民間保育サービス
の育成

実施 継続実施 【幼児保育課】
認可外保育施設4園において、入所児童の処遇向
上や保育サービスの質の向上を目的として実施す
る事業に対し、経費の一部を補助した。

【幼児保育課】
職員の資質向上と児童及び職員の健康管理体制の
充実を図り、安全で安心な保育環境の維持に努め
る。

25 子育ての応援をす
る有償ボランティ
ア活動の調整

育児の援助を受けたい人と行
いたい人が、それぞれ依頼会員
と提供会員として助け合う事業
を、有償ボランティアで行いま
す。

子育て政策課 子育て援助活動支
援事業（ファミ
リー・サポート・セ
ンター事業）の実施
／援助活動件数

２，６６５件 ２，７５０件 【子育て政策課】
子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・セ
ンター事業）の援助活動件数は2,835件であっ
た。

【子育て政策課】
提供会員の新規登録を促すため、地域行事や関係
機関と連携したPRを強化し、制度周知と利用しや
すい環境づくりを進める。

②経済的負担の軽減
26 幼児期の教育・保

育の無償化
３～５歳のすべてのこども、０～
２歳の住民税非課税世帯のす
べてのこども、住民税課税世帯
においては同一生計のこども
を数えて第２子以降のこどもを
対象として、認定こども園、幼
稚園、保育園、認可外保育施設
等（保育の必要性がある場合に
限り月額上限の範囲内で）の利
用料を無償化します。

幼児保育課
子育て政策課

第２子以降保育料
無償化事業の実施

実施 継続実施 【幼児保育課】
第2子以降保育料無償化事業においては、認可保
育施設1,065名、認可外保育施設等171名、計
1,236名の保育料無償化を行った。

【幼児保育課】
適宜適切な案内や支給を行い、子育て世代の負担
軽減に努める。

5



ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
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視点
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施策
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（Ｒ７年度）
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（Ｒ８年度）

27 子育てのための施
設等利用給付の円
滑な実施の確保

幼児教育・保育の無償化にあた
り、子育てのための施設等利用
給付の円滑な実施を確保する
ため、各施設や保護者に制度を
しっかり周知した上で適切な支
給を行います。

幼児保育課
子育て政策課

子育てのための施
設等利用給付の制
度周知及び支給

実施 継続実施 【幼児保育課】
市ホームページによる周知を行うと共に、新年度申
請と請求の案内を認定児童がいる施設へ案内し
た。

【幼児保育課】
適宜適切な案内や支給を行い、円滑な実施に努め
る。

28 養育に要する費用
の負担軽減

国の動向を踏まえ、養育に要す
る費用等の負担軽減を図ると
ともに、各種制度の周知を図り
ます。

こども家庭支援
課

養育に要する費用
の負担軽減

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
○児童手当
　196,446人／年
　4,631,885千円支給
○児童扶養手当
　25,491人／年
　1,174,066千円支給
他、母子父子寡婦福祉資金貸付の実施や、各種制
度について、窓口での情報提供及びＨＰ等での情
報の発信を行った。

【こども家庭支援課】
当事業を実施し、養育に要する費用の負担軽減を
図るとともに、各種制度の周知に努める。

29 こどもの医療費の
負担軽減

こどもの医療費の負担軽減を
図るため、医療費の健康保険自
己負担分を助成します。

こども家庭支援
課
障害者支援課
健康推進課

子ども医療費助成
事業（完全無償化）

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
○乳幼児医療費
　101,698人／年
　346,615千円助成
○子ども医療費
（令和７年12月から、高校生等の通院・調剤等の医
療費のうち、医療保険適用の自己負担分の全額助
成を開始）
　205,234人／年
　583,742千円助成
【健康推進課】
○小児慢性特定疾病医療費
　　受給者数　　254人
○未熟児養育医療
　　支給決定者数　　36人
○自立支援医療（育成医療）
　　受給者数　66人

【こども家庭支援課】
当事業を実施し、こどもの医療費の負担軽減を図
る。
【健康推進課】
実施を継続する。

30 就学に要する費用
の負担軽減

経済的理由により就学が困難
な家庭等を対象として、就学に
必要な費用を助成するととも
に、経済的理由により修学が困
難な生徒・学生に対し、学資の
貸し付けを行います。

学校教育課 就学援助制度によ
る支援

実施 継続実施 【学校教育課】
就学援助制度により、2,428人の児童生徒の保護
者へ援助を実施した。 奨学金制度により、15人に
貸付けを行い、その修学を支援した。

【学校教育課】
就学援助については、財源が限られているが、これ
までと同様に、困窮している低所得世帯の児童生
徒への支援に取り組んでいく。 奨学金制度につい
ては、向学心のある学生が、経済的理由により進学
をあきらめることがないように、引き続き制度の
運用に努める。

31 不妊治療に関する
費用の負担軽減

不妊に悩む人の不妊治療への
経済的負担の軽減を図るため、
治療費の一部を助成します。

健康推進課 不妊治療給付助成
事業(拡充)

実施 継続実施 【健康推進課】
不妊に悩む人の不妊治療への経済的負担の軽減を
図るため、治療費の一部を助成した。

【健康推進課】
不妊治療費助成の所得制限を撤廃し、治療費の保
険診療の自己負担分を全額助成する。
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こどもや若者を応援する環境づくり

Ⅱ こども・若者の健やかな成長を支える環境づくり

１ 就学前の教育・保育の総合的な提供

①教育・保育の質の充実
32 教育・保育の提供

体制の充実
子どものための教育・保育給付
（施設型給付費等）により、認定
こども園、幼稚園、保育園等の
充実を図ります。また、インク
ルーシブ保育や乳児等通園支
援事業（こども誰でも通園制
度）に取り組みます。

幼児保育課 教育・保育の提供
状況（利用定員数）

実施 継続実施 【幼児保育課】
適正給付実施のため、給付システムの構築、導入に
着手。 こども誰でも通園制度を試行実施（9施設、
認定55人）。

【幼児保育課】
給付システムの運用を開始し、引き続き適正な給
付の実施に努める。 こども誰でも通園制度の本格
実施。

33 幼児期の教育・保
育の充実

幼児期の特性や心身の成長の
過程に応じた教育・保育の質的
向上を図るため、保育士・保育
所支援センターを活用した保育
士等の確保や研修等を実
施し、幼稚園教諭、保育士など
の専門性を高めます。

幼児保育課 ①保育士・保育所
支援センター登録
保育士の就職件数
②研修等を実施

実施 継続実施 【幼児保育課】
就職支援ウェブサイトを活用し、ニーズに応じたき
め細かい就職マッチングを実施した。

【幼児保育課】
保育就職相談会を開催し、就労希望者とマッチング
の機会を増やしていくほか、ハローワーク下関との
連携も図っていく。

34 認定こども園の設
置促進

多様化する保育需要への対応
や、幼児期の学校教育を一定規
模の集団の中で提供するため、
認定こども園の設置促進を図り
ます。

幼児保育課 認定こども園箇所
数

実施 継続実施 【幼児保育課】
園児数の減少と園の適正規模を確保するため、公
私連携による豊北こども園と豊北きらきらこども
園の令和8年度からの一園化を実施した。また、令
和7年度より私立幼稚園2園が幼稚園型認定こど
も園へ移行した。

【幼児保育課】
公私連携による一園化に伴い、園児・保育者ともに
増加し、さらに充実した内容の保育を実施する体
制が構築されている。令和8年度より私立保育園1
園が保育所型認定こども園へ、私立幼稚園1園が
幼稚園型認定こども園へ移行する。

35 サービスの質の向
上

幼稚園教諭、保育士などの知
識・技術や施設運営の質を高め
る研修を行うとともに、保育
サービス評価等の導入・実施に
取り組みます。

幼児保育課 ①研修等を実施
②保育サービス評
価等の導入・実施

実施 継続実施 【幼児保育課】
①私立園の研修の開催・参加に対して、「保育技術
等調査研究費補助金」を支給し、費用を一部補助し
た。
 ②公立園においては全園自己評価を実施した。未
実施の私立園においては自己評価を適切に実施す
るよう指導を行った。

【幼児保育課】
①令和8年度も引き続き補助金を支給することに
より、幼稚園教諭・保育士等の知識・技術の向上に
寄与する。
 ②引き続き自己評価を適切に実施するよう努め
る。

36 施設の充実 認定こども園、幼稚園、保育園
の長寿命化、乳児等通園支援事
業（こども誰でも通園制度）に
向けた施設改修、インクルーシ
ブ遊具の整備や遊具のリニュー
アル等に取り組み、効率的に就
学前施設の整備を進めます。

幼児保育課 就学前施設施設の
効率的改修及び整
備

実施 継続実施 【幼児保育課】
乳児等通園支援事業に向けた幼稚園のトイレ改修
工事を実施した。 公立こども園の遊戯室にエアコ
ンを設置、また、遊具を更新した。

【幼児保育課】
公立こども園の遊戯室へのエアコンを設置する。 
計画的な遊具更新を行う。

37 安全性の向上 就学前施設の安全対策事業等
に取り組み、保育中の事故発生
防止に向けた環境づくりを進め
ます。

幼児保育課 就学前施設の安全
対策事業等の実施

実施 継続実施 【幼児保育課】
3年に1度の施設の定期点検を実施した。
また、例年のとおり園の遊器具の点検も実施した。

【幼児保育課】
点検結果に基づき、計画的に優先順位を付けて危
険な箇所・物品は撤去又は修繕を行い、今後も安全
確保に努めていく。

②こ幼保小連携の推進
38 就学前教育と小学

校教育の連携の推
進

認定こども園、幼稚園、保育園、
小学校の連絡会や研修会を実
施するなど、就学前施設と小学
校との円滑な連携を図ります。

幼児保育課
教育研修課

こ幼保小の連絡会
及び研修会のの実
施

実施 継続実施 【幼児保育課】
市教育委員会主催の連携教育研修会の開催に協力
した。
また、各地域で保幼小の交流活動実施。架け橋期
のカリキュラムの作成も進んだ。

【幼児保育課】
市教育委員会主催の連携教育研修会は対象をより
広げて開催する。（小学校（35校）、園（38園）が参
加）
また、各地域で対話を積み重ねながら架け橋期の
カリキュラムの作成を進め、令和８年度末完成を目
指す。

39 幼稚園と保育園の
連携強化

幼稚園と保育園の連携を強化
し、それぞれの機能を活かした
就学前の教育・保育の充実を図
ります。

幼児保育課 幼稚園と保育園の
連携会議の実施

実施 継続実施 【幼児保育課】
公立園は、幼稚園・保育園の園長会を合同で開催
し、情報共有や協議を実施した。キャリア別の合同
研修会を開催し、教育・保育の共通理解を図った。

【幼児保育課】
公立園は、園長会やキャリア別の合同研修会を通し
て、情報共有や教育・保育の質の向上、連携の推進
を行う。
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ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
基本
視点

基本
目標

施策
目標

施策展開
の方向

施策 事業概要 担当課名 目標項目 現状
（R６年度）

目標
（R１１年度）

実施内容
（Ｒ７年度）

実施予定内容
（Ｒ８年度）

２ こども達一人ひとりの生き抜く力の育成

①学校教育の充実
40 確かな学力の育成 こども達が基礎的・基本的な知

識や技能を習得するとともに、
これらを活用して課題を解決す
るために必要な思考力、判断
力、表現力や主体的に学習に取
り組む態度を養う教育を推進し
ます。また、一人ひとりに合った
「個別最適な学び」と、多くの人
と学び合う「協働的な学び」を
効果的に組
み合わせ、「主体的・対話的で深
い学び」を実現します。

教育研修課 自立した学習者の
育成、指導方法の
改善、時代の進展
に対応した教育の
推進

実施 継続実施 【教育研修課】
各学校における授業改善を推進し、授業力を向上
させるため作成した「下関スタンダード～授業を振
り返る～」を活用した指導助言を実施した。 学習指
導の資質を高めるために、研修主任や学力向上担
当を対象とした学力向上研修会を開催した。 指導
主事による計画的な学校訪問、研修支援訪問を実
施した。

【教育研修課】
「下関スタンダード～授業を振り返る～」を改訂し、
授業づくりの視点をより焦点化するとともに「子供
版」を作成する。このスタンダードを校内研修で積
極的に活用するよう働きかけるとともに、指導主
事等による指導助言をする際に活用し、市内全小
中学校において同じ視点で授業改善が進むように
取り組む。 中核市研修「学力向上研修会」におい
て、学力向上に向けた効果的な指導方法、取組につ
いて専門的な見地からの指導助言を受け、各学校
における研修の充実と指導力向上を図る。

41 豊かな心の育成 こども達の「命を大切にする
心」、「思いやりの心」、「感動す
る心」、「規範意識」等の豊かな
心を育む「心の教育」を充実し
ます。

教育研修課 豊かな心を育む道
徳教育の推進、ふ
るさと学習の推
進、読書活動の推
進、不登校対策の
充実

実施 継続実施 【教育研修課】
道徳授業セミナー、道徳教育研修会等を開催した。 
「大すき ふるさと下関 歴史マップ」作品展や「わく
わくバスツアー」を実施した。 学校図書館教育担当
教員と学校司書、図書ボランティア等の連携によ
り、環境整備、読書活動の企画や運営等を行った。 
学びの多様化学校開校に向けた準備や、校内教育
支援教室の環境整備等、支援の充実を進めた。

【教育研修課】
道徳授業セミナー、道徳教育研修会等の開催によ
り、各校における「考え、議論する道徳」授業づくり
を進める。 「大すき ふるさと下関 歴史マップ」作
品展の趣旨を各校に浸透させる。「わくわくバスツ
アー」の予算を拡充し、参加を募る。 学校司書や図
書ボランティアとの連携を一層充実させ、学校図書
館の利活用のさらなる推進を図る。 「発達支持的
生徒指導」を基盤にした個を支援する生徒指導の
推進、個に応じた「居場所」、「学びの場」の提供等
を行う。

42 健やかな体の育成 こども達が、心身の成長の過程
に応じて健康で安全な生活を
送ることができるよう、体力・
運動能力の向上や食習慣をは
じめとする生活習慣の改善を
図ります。

教育研修課 体力の向上、健康
教育の推進、食育
の推進

実施 継続実施 【教育研修課】
全国体力・運動能力、運動習慣等調査を基にした体
力テストを各校で実施した。それらをもとにした各
校の体力向上プランを作成した。

【教育研修課】
全国体力・運動能力、運動習慣等調査を各校で実
施する。それらをもとにした各校の体力向上プラン
を作成する。 各種研修・事業等の周知及び参加へ
の呼びかけを行う。

43 キャリア教育の推
進

日々の教育にキャリア教育の視
点をもって取り組み、体験活動
を重視するとともに心身の成長
の過程に応じたキャリア教育を
推進します。

教育研修課 キャリア教育の推
進

実施 継続実施 【教育研修課】
各学校における「職場見学」や「職場体験学習」、「し
ものせき未来創造jobフェア」等を開催した。 「キャ
リア・パスポート（令和7年度一部改訂）」について
各校への周知を行い、全ての学校での実施を確認
した。

【教育研修課】
「職場見学」や「職場体験学習」、「しものせき未来創
造jobフェア」への参加等、小・中学校9年間を見通
し、地域の人・こと・ものを生かした取組となるよう
にカリキュラムに位置付け、取組の充実を図る。

44 不登校児童生徒に
対する社会的自立
に向けた支援

不登校の児童生徒に対し、教育
支援教室等で専門指導員によ
る個別の学習支援及び臨床心
理士などによる教育相談を行
うとともに、状況に応じて、家
庭訪問による支援を行います。

学校教育課 つなぐ・つながる
「学びば！」の整備

実施 継続実施 【学校教育課】
学びの多様化学校（文洋中学校関西分校）を設置し
た。 全小・中学校に校内教育支援教室を設置した。 
教育支援教室の運営支援を行う会計年度任用職員
「こころのアシスタント」を増員した。

【学校教育課】
学びの多様化学校（文洋中学校関西分校）の運営
支援を行っていく。
 「こころのアシスタント」を増員するとともに、GA
（ガイダンスアドバイザー）が「ここアリーダー」とし
て、各校の不登校対策の支援をする体制を構築し
ていく。

45 学校の組織力と教
職員の資質向上の
推進

教職員の適切な配置に努める
とともに、教職員の資質・能力
を効果的に高めるための研修
等を実施します。

教育研修課
学校教育課

学校運営協議会を
中心とした地域と
の連携の推進、校
種間の連携の推
進、教職員の適切
な配置、学校にお
ける働き方改革の
推進、指導力を高
める研修の実施、
教育センターの運
営

実施 継続実施 【教育研修課】
市内全小・中学校及び下関商業高等学校で学校運
営協議会を開催した。全小・中学校で「学校・地域連
携カリキュラム」を作成し、運用した。 また、市教育
委員会主催の教職員研修を行った。
【学校教育課】
きめ細かな教育を実現するため、年度当初には、県
が定める学級編成基準に基づく定数を満たす教職
員を配置した。 改正給特法により指針策定を義務
づけられたことにより、「下関市立学校の教育職員
に関する業務量管理・健康確保措置実施計画」を策
定した。 各学校に毎月の「時間外在校等時間調査」
を依頼し、状況把握・業務改善に努めた。 

【教育研修課】
市内全小・中学校及び下関商業高等学校で学校運
営協議会を開催する。全小・中学校で「学校・地域連
携カリキュラム」を見直し、充実を図る。 市教育委
員会主催の教職員研修において、教職員の指導力
を高める研修会を実施する。
【学校教育課】
教員不足の状況ではあるが、今後も定数を満たす
教職員を配置し、きめ細かな教育の充実を図る。 
「下関市立学校の教育職員に関する業務量管理・健
康確保措置実施計画」を各校に送付し、周知を図る
とともに、引き続き「時間外在校等時間調査」を行
い、業務改善につなげていく。
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ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
基本
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（R６年度）
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実施内容
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実施予定内容
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②こどもの状況に応じたきめ細かな教育の充実
46 特別支援教育の充

実
障害のある児童生徒の就学支
援体制の確立と支援員の資質
向上を図るとともに、特別支援
教育支援員の配置体制の充実
を図ります。

学校教育課 特別支援教育の推
進

実施 継続実施 【学校教育課】
下関市教育支援委員会において、幼児児童生徒の
適切な就学先の審議を行った。 校内支援委員会の
充実に向けた、校内コーディネーターの資質向上を
目的とした研修会の開催や、特別支援教育支援員
対象の研修会を実施した。 特別支援教育支援員を
7名増員し、150名を配置した。

【学校教育課】
下関市教育支援委員会による、幼児児童生徒の適
切な就学先の審議を行うとともに、校内コーディ
ネーターの資質向上と管理職のリーダーシップ強
化を目的とした研修会や、特別支援教育支援員対
象の研修会を実施する。 児童生徒や学校の状況把
握に努め、特別支援教育支援員150名の適切な配
置を行う。

③食育の推進
47 食育の推進 下関市の食育推進計画「第４次

下関ぶちうま食育プラン」に基
づき、こども達が「食」を通じて
健やかな身体と、豊かな人間性
を育むことができるよう学習機
会を充実するとともに、地域の
関連団体と連携した取組を推
進します。

健康推進課
幼児保育課
教育研修課
学校保健給食課

園・学校における
推進
食育の仕組みづく
り

実施 継続実施 【健康推進課】
児童が食事を作る力を身につけ、朝食摂取の習慣
をつけることや、感謝の気持ちを育むことを目的
に、朝ごはん３チャレンジを実施した。
健康的な食生活の実践に繋げることを目的に、出
前講座を実施した。
【幼児保育課】
市内各園では、各園で作成する食育年間計画に基
づき、給食や保育活動を通じて、年齢等に応じた食
に関する教育等を実施した。
【教育研修課】
栄養教諭の巡回指導を通じて、学級・教科担任等と
連携した食に関する指導を実施した。
（令和7年231回/年）
【学校保健給食課】
食育推進ボランティアによる講話や食育実践活動
を通じて、子供たちの食や農業漁業に関する理解
が深まるよう支援を4回行い、351人が参加した。

【健康推進課】
継続して、朝ごはん３チャレンジや、依頼に応じた出
前講座を実施する。
【幼児保育課】
市内各園で食育年間計画に基づき、給食や保育活
動を通じて、年齢等に応じた食に関する教育等を
実施する。
 【教育研修課】
栄養教諭の巡回指導を通じて、学級・教科担任等を
はじめ、家庭や地域と連携した食に関する指導を
推進する。
【学校保健給食課】
食育推進ボランティアによる講話や食育実践活動
を通じて、子供たちの食や農業漁業に関する理解
が深まるよう支援を継続する。

④いじめや犯罪・非行防止等の対策強化
48 いじめの防止対策

の推進
いじめ等で悩む児童生徒や保
護者の相談窓口として教育相
談室を設置するなど、いじめに
関する相談体制を充実するとと
もに、学校や家庭、地域、関係機
関との連携強化に努め、いじめ
防止等に関する体制を整備しま
す。

学校教育課 いじめに関する相
談体制の充実、学
校や家庭、地域、関
係機関との連携強
化等、いじめの防
止等に関する体制
を整備

実施 継続実施 【学校教育課】
電話、来所によるいじめに関する相談22件に対応
した。

【学校教育課】
いじめに関する相談体制の充実を図っていく。

49 青少年の非行防止
対策の推進

街頭補導や環境浄化活動等、関
係機関・団体・地域との緊密な
連携のもとに青少年の非行防
止活動を総合的に推進します。

生涯学習課 青少年健全育成の
体制づくり

実施 継続実施 【生涯学習課】
青少年の健全育成を図るため、関係機関・団体・地
域と密接な連携をとり、1,593回の補導活動を行
い、非行防止を推進した。また、図書販売店におけ
る有害図書類の区分陳列等の状況について、市内
の2店舗に対し立入調査を行った。

【生涯学習課】
関係機関・団体と連携し、地域における青少年の健
全育成の推進を行う。
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ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
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（R６年度）

目標
（R１１年度）

実施内容
（Ｒ７年度）

実施予定内容
（Ｒ８年度）

３ こども・若者と家庭が地域で学び・育つ環境づくり

①こどもが地域で学ぶ環境づくり
50 地域とともにある

学校づくりの推進
コミュニティ・スクール及び地域
学校協働本部による地域学校
協働活動を通して、学校・家庭・
地域が一体となった取組を推
進することで、学校や家庭、地
域が抱える課題の解決を支援
します。

生涯学習課 地域とともにある
学校づくりの推進

実施 継続実施 【生涯学習課】
地域学校協働活動推進員が橋渡し役となって学校
と地域住民をつなぎ、各学校や家庭、地域の実態に
応じた取組を推進した。

【生涯学習課】
学校・家庭・地域が一体となった取組を推進し、学
校や家庭、地域が抱える課題の解決を図る。

51 青少年の健全育成
の推進

青少年が地域の中で心豊かで
健やかに育つための体制を整
備するとともに、地域で行う学
習・スポーツ・文化・交流活動を
支援します。

生涯学習課
スポーツ振興課
文化振興課

青少年健全育成の
体制づくり

実施 継続実施 【生涯学習課】
年2回の青少年健全育成市民会議（総会・推進大
会）において、市内の各種団体機関・団体の相互の
連携強化と共通理解を深め、地域における全般的
な青少年健全育成運動を進めた。また、子どもの指
導者として活動している人、また指導者になろうと
する人を対象に子ども指導者講習会を開催し、38
人の参加があった。

【生涯学習課】
関係機関・団体と連携し、地域における青少年の健
全育成の推進を行う。

52 地域のこどもを地
域で育てる活動の
促進

こども達が、ふるさと下関への
誇りと愛情を育めるよう、学
校・家庭・地域が一体となって、
地域の自然、歴史、文化、伝統
行事等に関わる機会を提供す
るとともに、こども達が安心し
て学び、生活できる環境を整え
ます。

生涯学習課
（教育政策課）

下関学（楽）推進事
業/市民意識調査

実施 継続実施 【教育政策課】
小学生を対象に「歴史クイズ大会」を開催するとと
もに、地域の伝統文化に関わる活動団体による特
別授業を6回実施した。
また、中学生を対象に博物館等の学芸員による下
関ならではの授業を6回実施した。

【教育政策課】
授業の対象区分（小学生・中学生向け）をなくし、地
域の伝統文化に関わる活動団体による特別授業及
び博物館等の学芸員による下関ならではの授業を
行う。

53 放課後や週末のこ
どもの居場所づく
りの推進

放課後や週末等に、地域の人の
協力を得てこどもが自主的に
参加し、学習や様々な体験活
動、地域住民との交流活動等を
行うことができる安全・安
心な居場所づくりを推進しま
す。

生涯学習課
子育て政策課

 地域学校協働活
動、放課後子供教
室や公民館地域ふ
れあい活動の実施

実施 継続実施 【生涯学習課】
各校区での地域学校協働活動に加え、放課後子供
教室については19教室864回実施し、こどもの体
験活動等を通した居場所づくりを推進した。
また、地域ふれあい活動についても、各公民館等に
おいて166回実施し、のべ3,152人の参加があっ
た。

【生涯学習課】
地域学校協働活動、放課後子供教室、地域ふれあ
い活動等を通して、学習や体験活動、地域住民との
交流活動等を行うことができる安全・安心な居場
所づくりを推進する。

54 学校部活動改革の
推進

学校部活動の円滑な地域展開
に向けて、学校や関係団体と連
携し、学校、地域の実情に応じ
たスポーツ・文化芸術環境の整
備を進めていきます。

教育研修課
スポーツ振興課
文化振興課

学校部活動改革の
推進、運動部活動
の地域展開事業及
び文化部活動の地
域展開事業

実施 継続実施 【文化振興課】
７月から９月にかけて意見聴取会を15回開催し、９
月に基本方針を策定した。また、３回にわたり有識
者会議を開催し、12月に推進計画を策定した。２月
には、団体と児童・生徒、保護者向けに活動参加に
対する意向調査を行った。

【文化振興課】
４月から５月にかけて制度説明会を開催し、６月か
ら団体と指導者の募集を開始、10月からは生徒の
クラブ申込みを開始する。令和９年４月の活動開始
に向けて準備し、生徒が安心して活動できる環境
を整えていく。

55 児童館活動等の充
実

こどもに健全な遊びを提供し、
健康を増進し、情操を豊かにす
るための活動の場や、保護者同
士のコミュニケーションの場を
提供します。

子育て政策課 児童館活動等の充
実

実施 継続実施 【子育て政策課】
季節の行事等を充実させ、親子同士・親同士の交
流の場を提供した。児童館4館の令和7年度の来館
者数は42,294人であった。

【子育て政策課】
令和8年度も継続して、事故防止と衛生管理を徹
底し、児童が安心して利用できる環境整備を行う
とともに、施設点検・修繕対応、消耗品の計画的な
購入を適切に実施し、円滑な運営を行う。
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ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
基本
視点

基本
目標

施策
目標

施策展開
の方向

施策 事業概要 担当課名 目標項目 現状
（R６年度）

目標
（R１１年度）

実施内容
（Ｒ７年度）

実施予定内容
（Ｒ８年度）

56 こどもが学ぶ機会
の充実

こどもの自然や社会に対する意
識・関心を高め、また、理解を深
めるため、自然や環境、産業な
ど様々な学習や体験活動等の
機会の充実を図ります。

環境政策課、ク
リーン推進課、
農林水産整備
課、観光施設
課、各総合支所
地域政策課、
生涯学習課、各
教育支所、上下
水道局総務課、
上下水道局お客
さまサービス課

こどもが学ぶ機会
の充実

実施 継続実施

57 地域の人や異年齢
児との交流活動の
充実

子育て支援センター等で、高齢
者や異年齢児との交流を通し、
周囲との関わり方や社会的経
験を学ぶ機会の充実を図りま
す。

幼児保育課
子育て政策課

地域の人や異年齢
児と
の交流活動の充実

実施 継続実施 【幼児保育課】
公立の各子育て支援センターで年間計画を立てて
イベント・講座を実施した。

【幼児保育課】
子育て支援センターごとに地域のニーズに合わせ
た様々なイベント・講座を実施する。

【環境政策課】
市内小学校へのぜろたんチャレンジシートの配付（参加者
1,748名）のほか、市内小中学校を対象とした出前講
座・温暖化対策講義（受講者130名）や、海岸漂着ごみ実
態調査における講義・漂着物回収活動（参加者23名）を
実施した。
【クリーン推進課】
親子リサイクル教室を、６月１日、１１月１６日、７月３０日、
８月６日の計４回実施。６月と１１月はみらい館で行われ
るイベント内で行い、分別・リサイクルの説明、ごみ分別す
ごろくをとおしてごみについて学び考える機会を設けて
いる。７月と８月はクリーン推進課が独自で行っている。
ここでは、紙すき体験、収集体験、施設見学、ごみ分別
ゲームなどの普段は出来ない体験で学びを深めている。
参加者数は１９０名であり、満足度の平均は5.0のうち
4.75となっている。
【農林水産整備課】
研修宿泊施設やキャンプ場を有し、市民の憩いの場を提
供するエコピアの森　深坂・下関と森の家下関を管理及
び整備した。
【観光施設課】
・下関フィッシングパーク：こどもサビキ釣り教室（1回）、
こどもサビキ釣り大会（1回）
・海響館：水産大学校と連携したオープンラボの実施（年
間を通して実施）
・火の山ユースホステル：夏休みにキャンプ宿泊体験を実
施。(4回)
・下関市ふれあい健康ランド：幼児や小学生の水泳教室
（幼児３教室、小学生９教室）、リトミック教室（乳幼児）、ト
ランポリン教室を実施。
【豊浦総合支所地域政策課】
令和７年１１月１３日（木）～１４日（金）に夢が丘中学校生
徒を受入れ職場体験を実施した。
【豊北総合支所地域政策課】
豊北町自然観察指導員会による自然観察会において、植
物や貝、昆虫、野鳥、星などの観察を行った。また、角島
に漂着する海洋ごみの清掃、学習会及び調査を実施し
た。
【生涯学習課】
公民館等において、親子を対象にした人権やプログラミ
ング、科学等の体験型講座を実施した。
【上下水道局総務課】
こどもが学ぶ機会の充実を図るため、小・中学生から習
字作品を募集する「水道週間行事」および「下水道の日作
品展」、高尾浄水場や水道資料室を見学する「フリータイ
ム見学会」、小学生やその保護者などを対象とした「水道
出前講座」を実施し、上下水道事業への理解と関心を深
めた。
【上下水道局お客様サービス課】
R7.5.26～R7.6.13の期間、希望する市内の小学校
（20校）を対象に下水道教室を実施した。

【環境政策課】
自然とふれあう場と環境学習の機会の充実を図るため、
当該事業を継続して実施する。
【クリーン推進課】
親子リサイクル教室を開催し、小学生の親子を対象に、環
境美化、ごみ減量意識の啓発を図る。分別とリサイクルの
説明、ごみ分別神経衰弱を通してごみについて学ぶ。昨
年の４回開催から２回開催に変更し実施する。
【農林水産整備課】
研修宿泊施設やキャンプ場を有し、市民の憩いの場を提
供するエコピアの森　深坂・下関と森の家下関を管理及
び整備する。
【観光施設課】
・下関フィッシングパーク：こどもサビキ釣り教室（2回）、
こどもサビキ釣り大会（1回）予定
・海響館：水産大学校と連携したオープンラボの実施（年
間を通して実施）
・火の山ユースホステル：夏休みにキャンプ宿泊体験を実
施。(4回)
・下関市ふれあい健康ランド：幼児や小学生の水泳教室
（幼児３教室、小学生９教室）、リトミック教室（乳幼児）、ト
ランポリン教室を実施
【豊浦総合支所地域政策課】
令和８年度も各学校から依頼があれば同様に実施する。
【豊北総合支所地域政策課】
こどもたちの探究心や好奇心を刺激する機会となり、
じっくり観察することで、新たな発見や学びがあること
に気づけるような体験の場の提供を続けていく。
【生涯学習課】
こどもたちがこれからを生き抜く上での必要課題につい
て、体験的に楽しく学習できるよう、適宜回数の拡充や
内容の見直しを図る。
【上下水道局総務課】
こどもの自然や社会に対する意識・関心を高めるため、
令和7年度に引き続き、小・中学生から習字作品を募集
する「水道週間行事」および「下水道の日作品展」、高尾浄
水場や水道資料室での「フリータイム見学会」、小学生や
保護者等に向けた「水道出前講座」を実施する。
【上下水道局お客様サービス課】
下水道の役割や重要性について正しく認識してもらうた
め、また、下水道の普及促進及び水環境に対する意識の
向上を促すため、下水道教室を継続実施する。
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ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
基本
視点

基本
目標
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目標

施策展開
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（R１１年度）

実施内容
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実施予定内容
（Ｒ８年度）

58 文化・芸術活動の
充実

文化・芸術に関する様々な活動
及び絵本の読み聞かせや読書
を通し、情操豊かなこどもを育
成します。

文化振興課、港
湾局振興課、生
涯学習課、文化
財保護課、中央
図書館、美術
館、土井ヶ
浜遺跡・人類学
ミュージアム

文化・芸術活動の
充実

実施 継続実施 【文化振興課】
親子向けワークショップ及びこどもたちによるダンスス
テージを行う「エキマチdeコミュニティアート」を実施し
た。あわせて、「下関市芸術文化祭」において小中学生川
柳を募集し、応募は612件あった。さらに、全国大会出場
者及び優勝者を顕彰するため、芸術文化振興賞賜金を交
付した。
【港湾局振興課】
小学校の社会科見学として、下関港国際ターミナルにお
いて、東アジアとの貿易の窓口としての下関港の役割や
税関等のCIQの仕事の説明した。
【生涯学習課】
各公民館等において、図書館等と連携を図りながら読み
聞かせ会を6回実施した。
【文化財保護課】
下関市立考古博物館による土笛づくりや竪穴住居模型
づくり、勾玉づくり等のイベントを実施した。 また市内小
中学校を対象とした職場体験や下関学の実施、団体来館
や教員研修の受け入れなどを通じて学校との連携を深
めた。
 【中央図書館】
「おはなしのじかん」や「絵本かるた」など、子ども向けの
お話会等の行事を各図書館で開催した。
（開催回数　308回）
【美術館】
こどもが美術に親しみ、興味・関心が広がるよう、「こども
造形教室」と「こども向けアート・プログラム」を実施した。
【土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム】
人骨や弥生時代の装飾品に関する体験学習（人骨模型の
発掘体験、二枚貝の腕輪づくり、貝殻のブレスレットづく
り）を実施した。

【文化振興課】
文化・芸術に関する様々なイベントや活動を通じて、こど
もが文化・芸術に触れ、楽しみながら情操豊かに成長で
きる環境づくりに務める。
【港湾局振興課】
海事思想の普及や港湾の宣伝のため随時、社会科見学
の受入を行う。
【生涯学習課】
本に触れ、本に親しむことの重要性に鑑み、公民館等を
会場とした読み聞かせ会の拡充を図る。
 【文化財保護課】
文化財愛護普及活動や下関市立考古博物館の各種イベ
ントや展示、博学連携活動などを充実させていく。
 【中央図書館】
子ども向けのお話会等の行事を各図書館で継続して開
催し、より多くの子どもが本に親しむ機会の充実を図
る。
 【美術館】
こどもが美術に親しみ、興味・関心が広がるよう、「こども
造形教室」と「こども向けアート・プログラム」を実施する
とともに、内容の充実に努める。
【土井ヶ浜遺跡・人類ミュージアム】
体験講座を継続して行ない、地域の歴史や文化に触れる
機会の充実を図る。

59 常設の居場所づく
りの推進

こども・若者が安心して過ごせ
る居場所として、食事の提供や
学習支援、生活習慣を整えるた
めの支援や相談対応などを行
う常設の拠点づくりを推進しま
す。

子育て政策課 児童育成支援拠点
事業/利用人数

実施 継続実施 【子育て政策課】
令和7年4月に1か所目、令和8年2月に2か所目の
居場所を開設し、両拠点で延べ1,903人の利用が
あった。

【子育て政策課】
継続して拠点の運営を実施する。

②親・家庭の子育て力の向上
60 家庭の子育て力向

上への支援
こどもの成長における家庭での
子育ての重要性を理解し、親の
育児能力の向上を図るための
学習機会の充実を図ります。ま
た、子育てに関する助言や支援
を受け入れるための受援力の
醸成に取り組みます。

子育て政策課
こども家庭支援
課
健康推進課
生涯学習課

家庭教育支援事業
の推進

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
個々のケースに応じて、相談対応や適切な関係機
関につないだ。
【健康推進課】
母親学級、両親学級、育児学級、子育てに関する出
前講座を実施し、妊娠、出産、育児に関する正しい
知識の普及啓発を行った。
【生涯学習課】
地域住民等で構成する「家庭教育支援チーム」（現
在7チーム）が、子育てに関する学習会や個別相談
会、保護者サロンを開催した。

【こども家庭支援課】
個々のケースに応じて、相談対応や適切な相談機
関へのつなぎを行う。
【健康推進課】
妊娠、出産、育児に関する正しい知識の普及啓発を
行う。
【生涯学習課】
家庭教育支援チームの新規立ち上げを支援し、子
育て世帯に対して地域住民が直接アプローチしや
すい仕組みづくりを推進する。

61 幼稚園・保育園・学
校等における子育
て家庭への支援

幼稚園・保育園・学校等におい
て、家庭教育に関する情報提供
や相談の充実を図ります。

幼児保育課
生涯学習課

保護者が学ぶため
の学習支援

実施 継続実施 【幼児保育課】
実際の子どもの生活の姿を捉えた健康や遊びなど
の情報提供を行った。
また、情報過多等により不安を抱える保護者に寄
り添い、一緒に考えながらサポートを行った。 
【生涯学習課】
幼稚園・こども園・小中学校を会場に、家庭教育に
ついて学んだり情報交換したりする「家庭教育学
級」を48回実施し、3,853人の参加があった。

【幼児保育課】
こどもまんなかの視点のもと、多様化する子育て
家庭の状況やニーズに寄り添いながら、安心して子
育てができるよう、情報提供や相談支援を行う。
【生涯学習課】
家庭教育に関する学びの機会の提供、情報共有・相
談ができる体制を整えるため、適宜講師や講座内
容の見直しを図る。
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ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
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62 親子がふれあう機
会の充実

地域において、親子で参加して
様々な体験ができる講座や行
事を開催します。

子育て政策課、
環境政策課、ク
リーン推進課、
観光施設課、豊
北総合支所市民
生活課、生
涯学習課

親子がふれあう機
会の充実

実施 継続実施 【クリーン推進課】
親子リサイクル教室を６月１日、１１月１６日、７月３０
日、８月６日の計４回実施。６月と１１月はみらい館
で行われるイベント内で行い、分別・リサイクルの説
明、ごみ分別すごろくをとおしてごみについて学び
考える機会を設けている。７月と８月はクリーン推
進課が独自で行っている。ここでは、紙すき体験、
収集体験、施設見学、ごみ分別ゲームなどの普段は
出来ない体験で学びを深めている。
参加者数は１９０名であり、満足度の平均は5.0の
うち4.75となっている。
【豊北総合支所市民生活課】
「元気ファミリーフェスタ」を開催した。親子で参加
できる体験・交流の機会を提供し、子育て支援の推
進を図った。（参加者数　562名）

【クリーン推進課】
親子リサイクル教室を開催し、小学生の親子を対象
に、環境美化、ごみ減量意識の啓発を図る。分別と
リサイクルの説明、ごみ分別神経衰弱を通してごみ
について学ぶ。昨年の４回開催から２回開催に変更
し実施する。
【豊北総合支所市民生活課】
親子で参加できる体験・交流の機会を提供し、子育
て支援の推進のため、事業を継続実施する。

③次代の親の育成
63 次代の親の育成 思春期の児童生徒が、結婚やこ

どもを生み育てることの意義や
家庭の重要性を学ぶ機会、乳幼
児とふれあう機会の充実を図り
ます。

健康推進課
教育研修課

次代の親の育成 実施 継続実施 【健康推進課】
学校と連携してプレコンセプションケアに関する教
育を実施し、正しい知識の普及啓発を行った。
【教育研修課】
教職員を対象に母子保健に係る研修会への参加を
周知し、参加を促した。（年4回開催）

【健康推進課】
プレコンセプションケア（性や健康に関する正しい
知識をもち、妊娠前からライフデザインや将来の健
康を考えて健康管理を行う）の概念の普及啓発に
取り組む。
【教育研修課】
教職員を対象に母子保健に係る研修会への参加を
促す。

Ⅲ 支援を必要とするこども・若者と家庭を支える環境づくり

１ こども虐待防止対策と社会的養護の推進及びヤングケアラー等への支援の充実

①虐待防止対策と相談体制の充実
64 虐待の発生予防・

早期発見
乳幼児健康診査の未受診者や
受診後に経過観察等が必要な
家庭、未就園のこどもや不就学
等のこどもに関する定期的な安
全確認を行います。また、様々
な事業の実施等を通じて養育
支援を必要とする家庭を早期
に把握します。

こども家庭支援
課
健康推進課

①妊産婦健康診査
/延べ受診回数/年
②子育て世帯訪問
支援事業/延べ人
数

実施 継続実施 【健康推進課】
①妊産婦健康診査等
・妊婦健康診査の実施
　延14,613回
　（実1,131人）
・産婦健康診査の実施
　延2,228回
　（実1,121人）
・1か月児、3か月児、7か月児、1歳6か月児及び3
歳児健康診査の実施
【受診率】
1か月健診：97.0％
3か月健診：98.3％
7か月健診：98.0％
1歳6か月健診：99.7％
3歳児健診：94.5％
【こども家庭支援課】
②子育て世帯訪問支援事業
　　延べ人数：５８９人

【健康推進課】
妊産婦及び乳幼児の健診を実施するとともに、乳
幼児健康診査の未受診者への受診勧奨や経過観察
児等への支援を引き続き実施する。妊娠期から子
育て期まで切れ目く支援を行い、虐待の発生予防・
早期発見に努める。
【こども家庭支援課】
養育支援を必要とする家庭の早期発見・把握に努
めるとともに、家庭のニーズに応じた支援を実施す
る。

65 養育支援が必要な
家庭への対応の充
実

養育支援を必要とする家庭に
ついて、養育支援訪問事業等の
適切な支援につなぎます。

こども家庭支援
課
健康推進課

①養育支援訪問事
業/延べ訪問人数
②子育て世帯訪問
支援事業/延べ人
数

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
①養育支援訪問事業
　　延べ訪問人数：５４０人
②子育て世帯訪問支援事業
　　延べ人数：589人
【健康推進課】
養育支援を必要とする家庭について、養育支援訪
問事業等の適切な支援につないだ。

【こども家庭支援課】
養育支援を必要とする家庭への支援を継続する。
【健康推進課】
継続して実施する。
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ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
基本
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66 こども家庭セン
ターを中心とした
相談体制の充実・
強化

子育ての不安や悩み、虐待等に
関する相談に対応するため、関
係機関・団体、行政が連携して
相談体制の充実・強化を図りま
す。

こども家庭支援
課

こども家庭セン
ターを中心とした
相談支援体制

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
こども家庭センターが中心となり、関係機関等と連
携し、相談体制の充実・強化を図った。

【こども家庭支援課】
引き続き、関係機関等と連携し、相談体制の充実・
強化を図る。

67 情報の周知 虐待の防止や早期発見のため、
どのような行為が虐待である
か、虐待を目撃した場合の対処
方法など、虐待に関する情報の
周知を図ります。

こども家庭支援
課

こども虐待防止対
策の推進について
の周知

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
窓口での情報提供及びHP等での情報の発信を
行った。11月は「オレンジリボン・児童虐待防止推
進キャンペーン」として重点的に周知を行った。

【こども家庭支援課】
当事業を実施し、虐待の防止や早期発見のため、情
報の周知を図る。

②要保護児童等への支援体制の充実
68 要保護児童等への

支援体制の充実
虐待を受けたこどもの精神的
なケアと、家庭の養育機能回復
を支援するとともに、早期発
見・早期対応による総合的な支
援を行うため、地域の関係機関
等が連携して対応する体制の
充実を図ります。

こども家庭支援
課

子どもを守る地域
ネットワーク機能強
化事業
〇代表者会議の開
催/回数

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
代表者会議を開催した。（ 1回/年）

【こども家庭支援課】
代表者会議を実施し、関係機関等が連携して対応
する体制の充実に努める。

69 要保護児童対策地
域協議会の機能強
化

要保護児童対策地域協議会に
おいて、要支援児童、要保護児
童及びその家庭または特定妊
婦等に対し、関係機関と連携し
て対応します。また、協議会実
務者への研修の充実や調整機
関職員の専門性の強化により、
協議会の効果的な運営と機能
強化を図ります。

こども家庭支援
課

子どもを守る地域
ネットワーク機能強
化事業
①個別ケース検討
会議の開催/回数
②実務者会議の開
催/回数

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
①個別ケース検討会議の開催した。（43回/年） 
②実務者会議を開催した。（53回/年）

【こども家庭支援課】
個別ケース検討会議や実務者会議を開催し、協議
会の効果的な運営と機能強化に努める。

70 ＤＶの被害者のこ
どもへの支援

ＤＶの被害者のこどもの精神的
なケアを図るとともに、家庭の
自立を支援します。

こども家庭支援
課

該当児童へのケア
及び該当家庭の自
立支援の実施

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
該当児童の心理面等でのケアや家庭の自立に向け
た支援を行った。

【こども家庭支援課】
該当児童の心理面等でのケアや家庭の自立に向け
た支援を行う。

③社会的養護の推進
71 関係機関の連携に

よる社会的養護の
推進

山口県が実施する社会的養護
に係る施策を連携して推進しま
す。また、行政、学校、関係団体
等と里親やファミリーホーム、
児童養護施設等が連携し、社会
的養護の充実を図ります。

こども未来部
保健部
福祉部
教育委員会

関係機関の連携 実施 継続実施 個々のケースに応じて、相談対応や適切な関係機
関につないだ。

適切な関係機関につなぐことで、社会的養護の充
実を図る。

72 養育環境の改善 里親、ファミリーホーム等によ
る交流事業や児童養護施設等
における生活環境改善事業な
ど、こどもの養育環境の改善を
図るための活動を支援します。

子育て政策課
こども家庭支援
課

養育環境の改善 実施 継続実施 【子育て政策課】
児童養護施設等において、老朽化に伴い更新が必
要となった消耗品、備品の購入及び修繕費等生活
環境の改善に要する費用に対し、補助金を交付し
た。（2施設）
【こども家庭支援課】
個々のケースに応じて、相談対応や適切な関係機
関につないだ。

【子育て政策課】
当事業を実施し、児童養護施設等における生活環
境改善を推進する。
 【こども家庭支援課】
個々のケースに応じて、相談対応や適切な相談機
関へのつなぎを行う。

73 里親制度の普及・
啓発

里親支援センター等と協働し、
里親のリクルートや支援につな
がる広報、啓発等を行います。

子育て政策課 里親制度の普及・
啓発

実施 継続実施 【子育て政策課】
里親支援センターが主催する「里親カフェ」の広報
を行った。

【子育て政策課】
里親の支援につながる広報・啓発等に取り組む。

74 家庭養育支援の充
実

児童養護施設等から家庭に
戻ったこどもとその家庭への継
続的な支援の充実を図ります。

こども未来部
保健部
福祉部
教育委員会

家庭養育支援の充
実

実施 継続実施 児童養護施設等から家庭に戻ったこどもとその家
庭が安心して生活を継続できるよう、関係機関と
連携しながら相談支援や見守りを行い、継続的な
支援の充実に努めた。

児童養護施設等から家庭に戻ったこどもとその家
庭に対し、関係機関との連携のもと、状況に応じた
相談支援や見守りを実施する。
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④ヤングケアラー等への支援の充実
75 関係機関の連携に

よる支援強化
支援を必要とするヤングケア
ラーやダブルケアラーの把握に
努めるとともに、関係機関と連
携し一体的かつ重層的な支援
強化を図ります。

こども家庭支援
課
福祉政策課
長寿支援課
障害者支援課
健康推進課
学校教育課

関係機関の連携 実施 継続実施 【こども家庭支援課】
ヤングケアラー把握のための調査（小学5年生から
中学3年生までの児童・生徒を対象）を行った。 出
前講座等、関係機関職員向けの研修会での講演：6
回/年を行った。 ヤングケアラーのケースについ
て、関係部署や関係機関・団体と連携し、一体的か
つ重層的な支援の強化を図った。 
【福祉政策課】
重層的支援推進室では、民生委員児童委員や福祉
サービス事業者などへ、ヤングケアラーも含め地域
で暮らす方々の不安な点や困りごとなどを支援機
関に気軽に相談していただけるよう周知に努め
た。
また案件によっては、各支援機関との情報共有し、
役割分担や支援の方向性を定め、支援をしやすく
なるように調整を行った。
【長寿支援課】
地域包括支援センターでの高齢者支援を通じて、
ヤングケアラーの事例に関わった際は、多機関と協
働して高齢者やこどもの支援を行った。
【学校教育課】
関係機関と連携し、ヤングケアラーの把握に努め
た。

【こども家庭支援課】
関係機関と連携を図り、支援を必要とするヤングケ
アラーの把握や支援等に努める。
 【福祉政策課】
関係機関からヤングケアラーの相談が寄せられた
時には、迅速に支援に繋がるように対応していく。
【長寿支援課】
高齢者支援を通じて、ヤングケアラーの把握や支援
に努める。
【学校教育課】
関係機関との連携を図り、ヤングケアラーの把握に
努め、支援体制の充実を図る。

76 ヤングケアラーへ
の理解促進

ヤングケアラーに対する周囲の
理解やヤングケアラー自身の気
づきにつなげるための広報や
啓発等を行います。

こども家庭支援
課
学校教育課

ヤングケアラーへ
の広報や啓発

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
小中学生向けにヤングケアラーの啓発動画を制作
した。 ホームページでの広報・啓発を行った。 支援
マニュアルを配布した。
【学校教育課】
関係機関と連携し、ヤングケアラーの理解促進に努
めた。

【こども家庭支援課】
引き続き、ヤングケアラーに対する周囲の理解やヤ
ングケアラー自身の気づきにつなげるための広報
や啓発等を行う。
【学校教育課】
引き続き、関係機関と連携し、ヤングケアラーの理
解促進に努める。

２ こどもの貧困対策の推進

①こどもの貧困対策の推進
77 教育支援の充実 家庭の経済状況にかかわらず、

すべてのこどもが質の高い教
育を受け、能力や可能性を伸ば
すことができるよう、地域と連
携し、こどもの学習の場や機会
を提供するとともに、教育費の
援助、進学の支援等を推進しま
す。

子育て政策課
学校教育課

こどもの居場所
（学習支援）、教育
費の援助、進学の
支援

実施 継続実施 【子育て政策課】
学習支援を実施する子どもの居場所に対して補助
金を交付した。
【学校教育課】
就学援助制度により、2,428人の児童生徒の保護
者へ援助を実施した。 奨学金制度により、15人に
貸付けを行い、その修学を支援した。

【子育て政策課】
子どもの居場所運営が継続して行われるよう、補
助金の交付を実施する。
 【学校教育課】
就学援助については、財源が限られているが、これ
までと同様に、困窮している低所得世帯の児童生
徒への支援に取り組んでいく。 奨学金制度につい
ては、向学心のある学生が、経済的理由により進学
をあきらめることがないように、引き続き制度の
運用に努めていく。

78 生活支援の充実 貧困の状況にあるこどもと保護
者が抱える生活上の様々な問
題に関する相談・支援の充実を
図るとともに、こどもと保護者
が社会的に孤立することがない
よう、子どもの居場所づくりや
必要な支援につなぐ体制整備
を推進します。また、家庭の生
活基盤を支えるため、各種手当
の支給や助成等の経済的な支
援を行います。

子育て政策課
こども家庭支援
課

地域こどもサポー
ト事業の推進/状況
確認できたこども
の数

4人 20人
（R８年度）

【子育て政策課】
4家庭10人の登録児童に対し、訪問支援員による
訪問を計37回実施した。
 【こども家庭支援課】
○児童手当
 196,446人（年間累計）/4,631,885千円支給 
○児童扶養手当
 25,491人（年間累計）/1,174,066千円支給

【子育て政策課】
訪問支援を実施するほか、引き続き必要な支援に
つなぐ体制整備を行う。
【こども家庭支援課】
各種手当の支給や助成等の経済的な支援を行う。
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79 保護者の就労支援
の充実

保護者の就労のための資格取
得や能力向上に向けた支援等
により、困難な状況にある子育
て家庭の生活の自立を促進し
ます。
また、仕事と家庭生活の両立が
図れるよう、教育・保育事業、多
様な保育サービス、放課後児童
クラブの充実を図ります。

子育て政策課
幼児保育課
こども家庭支援
課

保護者の就労支援
の充実

実施 継続実施 【幼児保育課】
「保育まっちんぐ下関」を通じて、市内の保育施設
で働きたい方の就職をサポートを実施。（R7求職
者61人）
 【こども家庭支援課】
ひとり親に向けた資格取得及び就労支援を行っ
た。

【幼児保育課】
働きたい方の希望に合わせた働き方をコーディ
ネーターが一緒に考え、就労につなげるよう努め
る。 
【こども家庭支援課】
ひとり親の資格取得及び就労支援を行う。

80 女性の再就職促進 何らかの事情で離職している未
就業の女性に対して、セミナー
や就職説明会を開催することに
より再就職を促進します。

産業立地・就業
支援課

女性の再就職促進 実施 継続実施 【産業立地・就業支援課】
○「女性のためのミニ就職説明会」開催2回・参加
企業11社・参加者延べ50名
○「再就職準備セミナー」山口労働局との共催２回・
参加者102名

【産業立地・就業支援課】
継続して実施する。

３ ひとり親家庭への支援の充実

①相談・情報提供機能の充実
81 相談機能の充実 個々の状況に応じてきめ細かく

対応するため、母子・父子自立
支援員と関係機関が連携し相
談支援体制の充実を図ります。
市民相談所において、離婚相談
等に合わせ、無料法律相談等を
紹介します。

こども家庭支援
課
市民相談所

相談機能の充実 実施 継続実施 【こども家庭支援課】
母子・父子自立支援員相談件数は743件であっ
た。
【市民相談所】
無料法律相談で離婚、親権等の相談件数は144件
あった。

【こども家庭支援課】
個々のケースに応じて、相談対応や適切な相談機
関へのつなぎを行う。
【市民相談所】
弁護士による無料法律相談を実施する。また、その
利用増進のために広報周知も行う。

82 情報提供の充実 ひとり親家庭の自立支援策に
ついて関係する窓口で情報を
提供するとともに、ホームペー
ジやSNS 等を活用した情報発
信を行います。

こども家庭支援
課
12 支所
各総合支所の
市民生活課

情報提供の充実 実施 継続実施 【こども家庭支援課】
窓口での情報提供及びHP等での情報の発信を
行った。

【こども家庭支援課】
窓口での情報提供及びHP等での情報発信を行
う。

②生活・就業支援の充実
83 子育て・生活支援

の充実
ひとり親家庭が子育てと仕事を
両立することができるよう、幼
児期の教育・保育や放課後児童
クラブ等の優先的な利用に配
慮します。
また、ひとり親家庭の状況に応
じた多様な保育サービスや子育
て支援の充実を図ります。

子育て政策課
幼児保育課
こども家庭支援
課

①幼児期の教育・
保育や放課後児童
クラブ等の優先的
な利用への配慮
②多様な保育サー
ビスや子育て支援
の充実

実施 継続実施 【子育て政策課】
放課後児童クラブへの入会に当たり、ひとり親家庭
の児童が優先的に入会できるように審査基準点の
加点を行った。
【幼児保育課】
保育施設入所の利用調整において、ひとり親家庭
についての加点項目を設けている。
【こども家庭支援課】
ひとり親家庭の状況に応じて相談対応や適切な関
係機関につないだ。

【子育て政策課】
今年度も引続き、児童クラブの入会審査時に、基準
点の加点を行い、優先的に入会できるように配慮
する。
【幼児保育課】
ひとり親家庭が優先的に保育施設を利用できるよ
う継続して実施する。 
【こども家庭支援課】
ひとり親家庭の状況に応じて相談対応や適切な関
係機関へのつなぎを行う。

84 経済的支援の充実 ひとり親家庭の生活の安定と
自立の促進のため、児童扶養手
当の支給、ひとり親家庭等医療
費の助成、母子父子寡婦福祉資
金の貸付けや就学援助等の経
済的な支援を行います。

こども家庭支援
課
学校教育課

各種経済的支援の
実施

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
○母子父子寡婦福祉資金貸付実績件数/金額
　　24件/14,025,543円 
○児童扶養手当
　　25,491人（年間累計）/1,174,066千円支給 
○ひとり親家庭等医療費
　　36,400人（年間累計）/161,390千円助成
【学校教育課】
就学援助制度により、2,428人の児童生徒の保護
者へ援助を実施した。

【こども家庭支援課】
当事業を実施し、ひとり親家庭の経済的な支援を
行う。
 【学校教育課】
就学援助については、財源が限られているが、これ
までと同様に、困窮している低所得世帯の児童生
徒への支援に取り組んでいく。
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85 居住環境の確保 ひとり親家庭に対し、公営住宅
の抽選に際し優遇措置を実施し
ます。また、ＤＶ被害等により子
育てが困難になった母子に対
し、一時保護の実施や母子生活
支援施設において居住の場と
安全を確保し、自立に向けた支
援を行います。

住宅政策課
こども家庭支援
課
福祉政策課

居住環境の確保 実施 継続実施 【住宅政策課】実施
【こども家庭支援課】
母子生活支援施設への措置入所：2件
【福祉政策課】実施

【住宅政策課】
継続して実施を行う。
【こども家庭支援課】
個々のケースに応じて、母子生活支援施設の活用
による支援を行う。
【福祉政策課】
継続して実施を行う。

86 就業支援の充実 就業支援機関等と連携し、母
子・父子自立支援員による就業
に関する相談や情報提供の充
実を図ります。
また、ひとり親家庭が安定した
収入を得ることにより、経済的
に自立できるよう、就職やキャ
リアアップにつながる資格や技
能の習得などの就業支援を
進めます。

こども家庭支援
課
産業立地・就業
支援
課

就業支援の充実 実施 継続実施 【こども家庭支援課】
自立支援プログラム作成件数：5件
【産業立地・就業支援課】
○「女性のためのミニ就職説明会」開催2回・参加
企業11社・参加者延べ50名
○「再就職準備セミナー」山口労働局との共催２回・
参加者102名

【こども家庭支援課】
当事業を実施し、ひとり親家庭の自立に向けた支
援を行う。
【産業立地・就業支援課】
継続して実施する。

87 養育費や親子交流
等の周知及び養育
費確保のための支
援の実施

養育費に関する知識や取得の
手続き、親子交流などの周知・
啓発を行います。養育費の確保
を促進するため、取決めに係る
費用の助成などの支援を実施
します。

こども家庭支援
課

養育費確保支援事
業の実施

実施 継続実施 【こども家庭支援課】
養育費確保支援事業実績件数
　　24件/金額：652,295円

【こども家庭支援課】
当事業を実施し、養育費確保の促進を図る。

４ 障害のあるこどもへの適切な支援の充実

①障害の早期発見・早期療育
88 母子保健事業の推

進
乳幼児健康診査や相談による
母子保健事業を通じて、発達が
気になる乳幼児を早期に発見
するとともに、不安などを抱え
る保護者へ寄り添い、適切な支
援につなげます。

健康推進課 母子保健事業の推
進

実施 継続実施 【健康推進課】
発達が気になる乳幼児への相談支援や各種事業を
実施し、必要に応じて、適切な支援につなげた。

【健康推進課】
保健師等による相談や幼児発達相談推進事業を引
き続き実施し、発達が気になる児の早期発見、適切
な支援に努める。

89 こども発達セン
ターの充実・強化

下関市の療育における中核施
設として、総合的な療育相談支
援、訓練指導体制の充実・強化
を図ります。

障害者支援課 ）児童発達支援（福
祉型）�

実施 継続実施 【障害者支援課】
下関市こども発達センターにおいて、療育相談支
援を18,724件、訓練指導を,698件行った。

【障害者支援課】
総合的な療育相談支援、訓練指導体制の充実・強
化を図るため、事業を継続実施する。

90 民間による障害児
通所支援事業の整
備

民間による児童発達支援、放課
後等デイサービス事業などの療
育施設の整備を支援します。

障害者支援課 放課後等デイサー
ビス

実施 継続実施 【障害者支援課】
障害児通所事業所7件の新規募集を行い、4件の
事業所を指定した。

【障害者支援課】
民間による療育施設の整備支援を継続実施する。

91 関係機関の連携 保健、医療、福祉、教育などの
各分野の連携を強化し、療育シ
ステムの充実を図ります。
また、こども発達センター、特別
支援教育センター（山口県立下
関総合支援学校）、山口県発達
障害者支援センターが連携しな
がら、発達障害のあるこどもの
支援体制の充実に努めます。

障害者支援課 関係機関の連携 実施 継続実施 【障害者支援課】
スクラム下関の情報交換会を開催し各分野の連携
を図り発達障害のあるこどもの支援体制の充実に
努めた。

【障害者支援課】
保健、医療、福祉、教育などの各分野の連携を強化
し、発達障害のあるこどもの支援体制の充実を図
るための事業を継続実施する。

②在宅障害児に対する相談、支援の充実
92 相談体制の充実 早期療育の観点から、小学校就

学前施設などにおける早期発
見と保護者支援が適切に行わ
れるよう、こども発達センター
や相談支援事業者、その他関係
機関の連携を強化します。

障害者支援課 相談体制の充実 実施 継続実施 【障害者支援課】
こども発達センター診療所では、3,089件の診察
を行い、発達障害児等の早期発見に務めたほか、
関係機関の連携に努めた。

【障害者支援課】
発達障害児等の早期発見と保護者支援が適切に行
われるよう、こども発達センターや相談支援事業
者、その他関係機関の連携を強化するため、事業を
継続実施する。
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93 生活支援の充実 心身に障害のあるこどもとその
保護者を対象に、発達に応じて
在宅での生活を支援するサー
ビスを行うとともに、重度の心
身障害児に対し手当の支給を
行います。

障害者支援課 生活支援の充実 実施 継続実施 【障害者支援課】
3件の居宅訪問型児童発達支援を行うとともに、
20歳未満の心身障害児を養育している保護者
380人に対して年額24,000円の重度心身障害
児養育手当を支給した。

【障害者支援課】
発達に応じて在宅での生活を支援するサービスを
行うとともに、重度の心身障害児に対し手当の支
給事業を継続実施する。

94 障害のあるこども
を預かるサービス
の充実

日中一時支援など、障害のある
こどもを預かるサービスの充実
に努めます。

障害者支援課 障害のあるこども
を預かるサービス
の充実

実施 継続実施 【障害者支援課】
229件の日中ショートステイ事業等を通じて障害
のあるこどもを預かるサービスの充実に努めた。

【障害者支援課】
障害のあるこどもを預かサービスを充実するた
め、事業を継続実施する。

95 教育支援体制の充
実

早期からの就学相談や情報提
供を行うなど、一人ひとりの希
望に応じた教育上必要な支援
を行います。

障害者支援課
学校教育課

教育支援体制の充
実

実施 継続実施 【学校教育課】
面談、電話等による特別支援教育の相談に対応す
るとともに、保育園やこども園等を中心とした関係
機関へ就学相談会を周知し、連携を図った。
小・中学校の児童生徒を対象とした発達検査「就学
に関する相談支援事業」を50回実施した。

【学校教育課】
面談、電話等による特別支援教育の相談に対応す
るとともに、関係機関への就学相談会の周知と更
なる連携を進めていく。
小・中学校の児童生徒を対象とした発達検査「就学
に関する相談支援事業」を60回に拡充して実施す
る。

96 障害に対する理解
の促進

発達障害を含む障害に関する
理解の促進を図るため、情報の
周知、ノーマライゼーションの理
念の普及啓発を図ります。

障害者支援課 障害に対する理解
の促進

実施 継続実施 【障害者支援課】
ペアレント・メンターの活動を通して、発達障害に関
する理解の促進等を図った。ペアレント・メンター相
談会は12回開催し、157人が参加した。

【障害者支援課】
発達障害を含む障害に関する理解の促進を図るた
め、情報の周知、ノーマライゼーションの理念の普
及啓発を図るため、事業を継続実施する。

97 障害児や医療的ケ
ア児の保育の推進

一人ひとりの障害の種類・程度
に応じ、家庭や専門機関との連
携を密にしたきめ細かな保育を
実施します。

幼児保育課 障害児や医療的ケ
ア児の保育の推進

実施 継続実施 【幼児保育課】
私立保育所等における障害児保育に対応するため
「特別支援保育事業費補助金」により、加配職員の
人件費を一部補助した。 私立保育所等における医
療的ケア児の受入れを促進するため、受入体制支
援補助金を創設した。（申請実績なし）

【幼児保育課】
補助制度の周知、受入れ体制の一層の充実に努め
る。

５ 外国につながるこども・若者と家庭への支援の充実

①日本語教育の充実
98 日本語指導の充実 外国につながる児童生徒が、日

本語で学校生活を営み、学習に
取り組めるようになるための日
本語指導を推進します。

教育研修課
学校教育課

日本語指導の充実 実施 継続実施 【教育研修課】
令和7年度日本語を母語としない児童生徒の日本
語指導研修会を開催し、日本語指導に関する資質
向上をはかった。（R7.5.15 下関市教育センター）
8名参加
【学校教育課】
日本語指導を担当する教員を1名、非常勤講師を2
名配置した。 

【教育研修課】
令和8年度日本語を母語としない児童生徒の日本
語指導研修会の開催を予定している。（R8.7 下関
市教育センター） また、受入用情報シートやガイド
ブック等を作成し、支援の一助とする。
【学校教育課】
非常勤講師を2名追加配置した。今後もニーズを把
握しながら日本語指導の充実を図る。

②相談・生活支援の充実
99 幼児期の教育・保

育、学校教育の充
実

教育・保育や学校教育におい
て、外国につながるこどもの個
別対応の充実に努めます。

教育研修課
幼児保育課

幼児期の教育・保
育、学校教育の充
実

実施 継続実施 【教育研修課】
日本語指導担当教員が該当校において、個別に指
導を行った。 研修等により、担当教員の資質向上
にも努めた。

【教育研修課】
日本語指導担当教員が該当校において、個別指導
を行う。 また、受入に必要な支援や研修に関する
情報の共有を図る。

100 子育て支援・生活
支援につなぐため
の支援の充実

外国につながるこどもとその家
族が教育・保育や子育て支援、
その他の支援を円滑に利用す
ることができるよう、通訳者、
情報端末等を活用した相談、情
報提供の充実を図ります。

幼児保育課
子育て政策課
国際課

子育て支援・生活
支援につなぐため
の支援の充実

実施 継続実施 【国際課】
20以上の言語で相談できる「やまぐち外国人総合
相談センター」（山口県設置）において、１３４件の外
国人住民の様々な相談に対応した。

【国際課】
相談の窓口等に関するチラシを作成し、転入手続
き時にチラシを配布することにより、相談窓口を周
知する。
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ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
基本
視点

基本
目標

施策
目標

施策展開
の方向

施策 事業概要 担当課名 目標項目 現状
（R６年度）

目標
（R１１年度）

実施内容
（Ｒ７年度）

実施予定内容
（Ｒ８年度）

Ⅳ 若者の希望する未来を実現する環境づくり

１ 若者の自立や悩み・不安解消に関する支援の充実

①自立支援対策や相談体制の充実
101 若者の自立支援に

関する相談体制・
支援メニューの充
実

不登校やひきこもり、ニートな
どの状態にある若者に対する
相談体制及び支援メニューの充
実を図ります。

福祉政策課
健康推進課
学校教育課
こども家庭支援
課

若者の自立支援に
関する相談体制及
び
支援メニューの充
実

実施 継続実施 【福祉政策課】
ひきこもり支援事業を委託実施した。
また、ひきこもり当時者や家族の居場所づくりや、
相談に応じ家庭訪問するなどの支援を実施した。
【健康推進課】
精神保健福祉相談員がひきこもり当事者や家族等
からの相談に応じた。
【学校教育課】
若者のひきこもりの原因が不登校であることが多
いことから、不登校支援の充実を図った。
【こども家庭支援課】
不登校児童、生徒について学校等と連携しながら、
家庭への支援を行った。

【福祉政策課】
ひきこもり支援事業を実施する。
【健康推進課】
精神保健福祉相談員による相談体制を継続し、電
話、面接、訪問等を実施する。
【学校教育課】
不登校対策の充実を図る。
【こども家庭支援課】
不登校児童、生徒について関係部署等と連携しな
がら支援を行う。

102 子どもの居場所に
係るコーディネー
ターの派遣

子どもの居場所のうち、不登校
やひきこもり中のこどもなどへ
の支援に取り組んでいる団体
等に対し、その分野の専門職を
派遣するなど、重点的に支援し
ます。

子育て政策課 る相談体制・支援
メニュ

実施 継続実施 【子育て政策課】
下関市子どもの居場所応援コーディネーターが市
内の子どもの居場所やフードパントリー会場を訪
問し、子どもの居場所を運営する団体に対して相
談支援を実施した。

【子育て政策課】
市内の子どもの居場所の訪問を継続するほか、支
援を実施したい個人や団体に対して立ち上げ支援
や立ち上げ後のフォローアップを実施して活動の
継続を支援する。

103 地域におけるこど
もの見守り強化

子どもの居場所や地域と連携し
て、不登校などの課題を抱えて
いるこどもの状況確認を行い、
必要な支援につなげる取組を
推進します。

子育て政策課
こども家庭支援
課

ー

実施 継続実施 【子育て政策課】
4家庭10人の登録児童に対し、訪問支援員による
訪問を計37回実施した。 
【こども家庭支援課】
子どもの居場所や地域と連携し、こどもや家庭の
状況を確認し、支援を行った。

【子育て政策課】
令和8年度についても、訪問支援を実施するほか、
引き続き必要な支援につなぐ体制整備を行う。
 【こども家庭支援課】
引き続き、子どもの居場所や地域と連携し、必要な
支援につなぐ取組を推進する。

104 「しものせき若者サ
ポートステーショ
ン」との連携

「しものせき若者サポートス
テーション」と連携し、若者の社
会的自立に向けた就労支援を
推進します。

産業立地・就業
支援
課

「しものせき若者サ
ポートステーショ
ン」との連携

実施 継続実施 【産業立地・就業支援課】
しものせき若者サポートステーションの一部利用者
と若者の市内就職・採用活動支援事業や就業機会
創出事業の一部参加者に対して、それぞれの案内
を行った。

【産業立地・就業支援課】
継続して実施する。

２ 結婚を希望する若者への支援の充実
①出会いの場づくり

105 婚活活動等への支
援

山口県が主催する婚活イベント
の広報活動への協力や、まちづ
くり協議会が開催する婚活イベ
ントの費用をまちづくり交付金
に加算することで、結婚を希望
する独身者に出会いの場を提
供する活動を支援します。

共創イノベー
ション
課
まちづくり政策
課

婚活活動等への支
援

実施 継続実施 【共創イノベーション課】
山口県が主催する婚活イベントを市の公式SNS及
びホームページにて周知した。
【まちづくり政策課】
婚活イベントに取り組む計5地区のまちづくり協議
会に対する支援のため、「婚活イベント開催事業」と
して交付金を加算した。

【共創イノベーション課】
山口県が主催する婚活イベントのPRを実施する。

②経済的支援
106 結婚に係る経済的

支援の実施
結婚に伴う住居取得費用等の
一部を助成し、新生活を経済的
に支援します。

共創イノベー
ション
課

人口定住促進業務
（結婚新生活支援
事業）の実施

実施 継続実施 【共創イノベーション課】
抽選に当選した新婚世帯に対し、結婚に伴う住居
取得費用等の一部を助成し、新生活を経済的に支
援した。

【共創イノベーション課】
抽選に当選した新婚世帯に対し、結婚に伴う住居
取得費用等の一部を助成し、新生活を経済的に支
援する。
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ＦｏｒＫｉｄｓプラン2025実施計画（進捗管理表）
基本
視点

基本
目標

施策
目標

施策展開
の方向

施策 事業概要 担当課名 目標項目 現状
（R６年度）

目標
（R１１年度）

実施内容
（Ｒ７年度）

実施予定内容
（Ｒ８年度）

地域や社会を変えるしくみづくり

Ⅴ こどもの安心を支える地域の環境づくり

１ 地域で子育てを支える環境づくり

①子育て支援拠点施設の充実
107 地域子育て支援拠

点事業の充実
子育て家庭が相互に交流を行
い、子育てについての相談や情
報の提供、助言などを行う場の
充実を図ります。

幼児保育課
子育て政策課

地域子育て支援拠
点事業/延べ利用
人数・箇所数

17ヶ所 17ヶ所 【幼児保育課】
私立/8,710人・7カ所
公立/11,572人・5カ所
【子育て政策課】
子育て政策課が委託契約している地域子育て支援
拠点事業4ヵ所のうち、2箇所は利用者支援事業を
開始し、関係期間との連絡調整等を行うことで、支
援が必要な家庭に対し、専門的で的確な支援を
行った。

【幼児保育課】
公立/4カ所（豊北子育て支援センターの統合）
【子育て政策課】
さらに1施設利用者支援事業を開始し、より多くの
地域で必要としている人への的確な支援ができる
ように取り組んでいく。 

108 次世代育成支援拠
点施設による子育
て支援

次代を担うこども達を多世代で
育むための施設「ふくふくこど
も館」において、親子が一緒に
過ごせる遊び場や交流スペース
の提供、こどもの一時預かり、
相談など、一体的な子育て支援
を行います。
ふくふくこども館の施設面での
充実を図るため、遊具リニュー
アルにより、こども達の新たな
遊びを創出するとともに、照明
のＬＥＤ化を行います。

子育て政策課 次世代育成支援拠
点施設による子育
て支援／延べ利用
人数

118,398人 106,000人
（R７年度）

【子育て政策課】
令和7年度の入館者数は109,764人であった。
また、照明設備のLED化を実施し、こどもが快適に
遊ぶことができる環境づくりを推進した。

【子育て政策課】
継続して事業を実施するほか、サービスや設備の
充実を図る。

109 地域が育つ交流の
場づくりの推進

地域の人とこどもがふれあう機
会を通して、一人ひとりの子育
て意識が高まるよう、誰でも参
加できる交流の場づくりを推進
します。

子育て政策課 子育てサークル
ネットワーク推進、
こどもの未来応援
補助金

実施 継続実施 【子育て政策課】
子育て支援団体同士で交流できる場を年に1回設
けた。

【子育て政策課】
子育て支援団体同士で交流できる場を設け、地域
全体でこどもを見守り、成長を支援していく意識啓
発を図る。

②地域の子育て支援団体・支援者の育成及びネットワークの形成
110 子育て関係者の連

携体制の強化
困難な状況にあるこどもと家庭
を必要な相談・支援につなげる
ため、子育てを支援する関係機
関・団体のネットワークの強化
を図ります。

子育て政策課 地域子どもサポー
ト事業

実施 継続実施 【子育て政策課】
こどもまんなかネットワーク会議を実施し、74名が
参加した。（2回／年）

【子育て政策課】
継続して事業を実施し、子育て支援団体のネット
ワーク構築を図る。

111 地域関連団体等へ
の支援

地域で子育てを支援する団体
や子育てサークル、民生委員・
児童委員等の活動を支援しま
す。

子育て政策課
福祉政策課

こどもの未来応援
補助金/交付件数

21件 22件 【子育て政策課】
市内の26か所の子どもの居場所に対し、補助金の
交付を行った。
【福祉政策課】
市内の各地区民生児童委員協議会の活動に対し、
補助金の交付を行った。

【子育て政策課】
継続して事業を実施し、こどもや子育てを見守る地
域団体等の活動を支援する。
【福祉政策課】
継続して事業を実施し、民生委員・児童委員等の活
動を支援する。

112 子育て支援者の育
成

こどもの成長や子育てを応援す
るため、地域の人の様々な能力
を生かし、子育て支援者として
育成します。

子育て政策課 子育てサークル
ネットワーク推進、
地域子どもサポー
ト事業

実施 継続実施 【子育て政策課】
しものせき子どもサポート講座を実施し、46名が
参加した。（2回／年）

【子育て政策課】
継続して事業を実施し、地域でこどもや子育て家庭
を見守る機運を醸成する。
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113 子育てを地域全体
で支援する意識の
啓発

行事の開催や啓発紙の配布等
を行い、地域全体でこどもを見
守り、成長を支援していく意識
啓発を図ります。

子育て政策課 子育てサークル
ネットワーク推進

実施 継続実施 【子育て政策課】
市内の子育て支援団体が実施している行事等につ
いてまとめた「ちゃいるどねっとカレンダー」を作
成し、各機関の窓口や公民館等に配布し、周知を
行った。

【子育て政策課】
当事業を実施し、行事の開催等の情報提供に努め
る。

114 子育てを地域全体
で支援する体制の
構築

子どもの居場所や地域と連携
し、見守り体制の強化を図ると
ともに、こどもの権利に係る全
市的な普及啓発を行い、こども
及びその家庭をサポートする支
援体制を構築します。

子育て政策課 地域こどもサポー
ト事業（ネットワー
ク会議、子どもサ
ポート講座）

実施 継続実施 【子育て政策課】
しものせき子どもサポート講座、こどもまんなか
ネットワーク会議を計4回実施し、合わせて126人
が参加した。

【子育て政策課】
継続して事業を実施し、子育て支援団体のネット
ワーク構築を図る。

２ こどもと子育て家庭が安心して生活できる環境づくり

①子育てにやさしいまちづくりの推進
115 こどもと子育てに

やさしいまちづく
りの推進

公共施設やデパート等の利用者
が多い施設に、授乳室やベビー
コーナーを設置する等、こども
連れの家庭にやさしい施設整
備の推進について啓発を行い
ます。

子育て政策課 赤ちゃんの駅事業
の推進

実施 継続実施 【子育て政策課】
赤ちゃんの駅事業について、申請に応じた認証及
び解除を行い、登録状況を市ホームページにて随
時更新し、周知に努めた。

【子育て政策課】
継続して当事業を実施し、登録箇所の増加に向け
た周知・啓発に努める。

116 雨の日に遊べる場
の提供

ふくふくこども館や児童館の情
報提供の充実や、公民館などの
地域の既存施設活用により、雨
の日に利用できる遊び場の充
実を図ります。

子育て政策課 雨の日に遊べる場
の提供

実施 継続実施 【子育て政策課】
利用者サービスの充実や設備の更新を実施し、こ
どもが雨の日でも快適に遊べる環境づくりを実施
した。

【子育て政策課】
継続してサービスや設備の改善を行い、天候に左
右されずに利用できる遊び場を提供する。

117 子育てに配慮した
居住環境の整備

ゆとりをもってこどもを生み育
てることができる環境に配慮し
た公営住宅の整備を推進しま
す。

住宅政策課 子育てに配慮した
居住環境の整備

実施 継続実施 【住宅政策課】
実施

【住宅政策課】
継続実施

118 公園整備の推進 既存の公園の施設改修、インク
ルーシブ遊具等の整備による
バリアフリー化や公園のニーズ
に即した遊具の再配置等によ
り、身近な公園の充実を図ると
ともに、自然や歴史など地域の
特性に応じた特色ある公園の
整備を推進します。

公園緑地課 公園整備の推進 実施 継続実施 【公園緑地課】
既存公園の施設改修やインクルーシブ遊具の整備
によるバリアフリー化、公園利用者のニーズに応じ
た遊具の再配置などを実施し、身近な公園の機能
向上を図るとともに、地域の特性に応じた特色あ
る公園整備を推進した。

【公園緑地課】
身近な公園の充実や、自然・歴史など地域の特性に
応じた特色ある公園づくりのため、公園整備を引
き続き推進する。

②こどもを守る環境づくりの推進
119 交通安全対策の推

進
こどもの交通安全教育や通学
路での交通指導を推進すると
ともに、交通安全のための啓発
に努めます。

生活安全課
学校教育課

交通安全対策の推
進

実施 継続実施 【生活安全課】
交通安全教室を169回開催し、市内児童に対する
交通安全意識の啓発及び交通安全知識の普及に努
めた。
また、月に３日程度市内小学校の通学路にて公用
車を使用した早朝広報を実施、通学中の交通事故
防止に努めた。
【学校教育課】
警察や関係機関と連携した交通安全教室を実施し
た。 通学路安全対策推進会議において、各校の通
学路における危険箇所の確認と改善策について協
議した。

【生活安全課】
規模を縮小した形にはなるが、交通安全教室を実
施し、市内児童に対する交通安全意識の啓発及び
交通安全知識の普及に努める。
また、市内小学校の通学路において、月に３日程度
公用車を使用した早朝広報を実施し、通学中の交
通事故防止に努める。
【学校教育課】
警察等関係機関との連携を図りながら、交通安全
の啓発を図るとともに、通学路における危険箇所
の改善に努めていく。
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120 防災対策の推進 こどもを含めた市民の防災意
識の啓発を図るとともに、自主
防災組織の設立や育成を推進
します。

防災危機管理課 防災対策の推進 実施 継続実施 【防災危機管理課】
夏休み親子避難所体験に小学生親子74人が参加
した。併せて小学校等で防災出前講座を行い、18
団体・808人が受講した。
自主防災組織の設立については4組織が新たに設
立された。

【防災危機管理課】
こどもを含めた市民の防災意識の啓発を図るため
に、今後も事業を継続実施する。

121 安全な道路環境の
整備

ガードレールやカーブミラー
等、交通安全施設の改修及び設
置を行い、交通安全に配慮した
道路環境づくりを推進します。

道路河川建設課 安全な道路環境の
整備

実施 継続実施 【道路河川建設課】
市道上の危険な箇所や通学路に交通安全施設
（ガードレールやカーブミラー等）の改修及び新設
を適宜行った。

【道路河川建設課】
交通安全施設（ガードレールやカーブミラー等）の
改修及び新設を行っていく。

122 防犯意識の普及・
啓発

家庭や地域の防犯意識を高め
るとともに、こども自身が危険
を回避する力の育成を図りま
す。

学校教育課
生活安全課

防犯意識の普及・
啓発

実施 継続実施 【学校教育課】
各学校において、危険予測学習を行うなど、防犯教
育を実施した。
【生活安全課】
こどもを守る安全対策の一環として、夏休みの時
期に学校、防犯ボランティア、警察等行政機関が連
携して、身近な公園等の防犯点検活動を実施する
ことで防犯意識の高揚を図った。

【学校教育課】
警察等関係機関との連携を図りながら、防犯教育
の充実を図る。
【生活安全課】
市内の公園で場所を変えながら、防犯点検活動の
実施を予定している。

123 こどもの犯罪被害
に関する地域の防
犯体制の整備

関係機関と連携を図り、こども
を見守る体制づくりを推進する
とともに、地域住民による見守
り活動を支援します。また、こど
もに関わる犯罪・被害に関する
情報提供体制の充実を図りま
す。

学校教育課 下関スタンダード
に基づく取組の推
進

実施 継続実施 【学校教育課】
地域と連携したこどもの見守りを実施した。

【学校教育課】
地域と連携したこどもの見守りを継続して実施す
る。

124 安全な生活環境の
整備

防犯体制の整った生活環境の
形成を推進します。

学校教育課 防犯体制の整った
生活環境の推進

実施 継続実施 【学校教育課】
危機管理マニュアルの周知・見直し・改善を行った。

【学校教育課】
様々な状況に対応できるよう、危機管理マニュアル
の見直しと改善を継続していく。

Ⅵ 子育てと仕事を両立できる社会づくり

１ 子育てと仕事を両立するための支援の充実

①多様な保育サービスの充実
125 教育・保育の提供

体制の充実
子どものための教育・保育給付
（施設型給付費等）により、認定
こども園、幼稚園、保育園等の
充実を図ります。また、インク
ルーシブ保育や乳児等通園支
援事業（こども誰でも通園制
度）に取り組みます。

幼児保育課 こども誰でも通園
制度

実施 継続実施 【幼児保育課】
令和7年度よりこども誰でも通園制度を実施し、
55名の児童を認定した。

【幼児保育課】
すべてのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成
育環境を整備するとともに、すべての子育て家庭
に対して、保護者の多様な働き方やライフスタイル
にかかわらない形での支援を強化するため、引き
続き事業を実施する。

126 多様な保育サービ
スの充実

延長保育や休日保育、病児・病
後児保育等の多様な保育サー
ビスや幼稚園における一時預
かりの充実を図ります。

幼児保育課
子育て政策課

〇病児保育事業/
延べ利用人数・箇
所数
①病児・病後児対
応型（市実施型）
②病児・病後児対
応型（企業主導型）
③体調不良児対応
型
〇延長保育事業/
実人数・箇所数

実施 継続実施 【子育て政策課】
○病児保育事業
①病児・病後児対応型（市実施型）
　　　利用者　2,372人：４箇所
②病児・病後児対応型（企業主導型）
　　　利用者　１，１２４人：４箇所　
【幼児保育課】
 ③体調不良児対応型
　　　利用者　1,627人：5箇所　

○ 延長保育事業（Ⅱ型のみ）
　　　利用者 1,497人：公立6か所/私立31か所

【子育て政策課】
令和8年度から病児保育の利用料を免除し、保護
者の経済的な負担の軽減を図る。
【幼児保育課】
保護者のニーズに応えるために多様な保育サービ
スの提供を継続して実施する。
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②放課後児童クラブの充実
127 放課後児童クラブ

の充実
放課後における小学校児童の
健全育成を図るため、地域の需
要を踏まえた放課後児童クラブ
の量的な拡充に努めるととも
に、施設設備の環境改善など安
全・安心な環境の整備に努めま
す。

子育て政策課 放課後児童健全育
成事業の利用人数

実施 継続実施 【子育て政策課】
放課後児童クラブ2箇所において、それぞれ教室の
振替、タイムエシェアを拡充したことにより、定員を
49人増員した。また、空調設備の更新を9箇所
行った。

【子育て政策課】
待機児童が発生している放課後児童クラブにおい
て、学校の余裕教室を確保することにより定員の
拡充を行う。また、耐用年数が経過している空調設
備を対象に更新を行う。

128 人材の確保 放課後児童支援員の執務環境
を改善し、児童と向き合う時間
を確保するため、連絡帳の電子
化を図るなどICTを活用し、効
率的かつより良い運営方法の
検討を進め、放課後児童クラブ
の安定的な運営に資する人材
の確保を図ります。

子育て政策課 ICTの活用、運営
方
法の検討、人材の
確保

実施 継続実施 【子育て政策課】
放課後児童クラブの全クラスのネットワーク環境を
整え、パソコンを配備した。

【子育て政策課】
連絡帳の電子化を行うことにより、放課後児童支
援員の事務負担を軽減し、安定的な人材確保に努
める。

129 育成支援の内容の
充実

研修の実施等により放課後児
童支援員の資質向上を図ると
ともに、活動内容の充実に努め
ます。

子育て政策課 研修の実施 実施 継続実施 【子育て政策課】
放課後児童支援員を対象に、特別支援を要する児
童に関する研修会など、2回実施した。

【子育て政策課】
放課後児童支援員を対象とした研修会を継続的に
実施する。

２ ワーク・ライフ・バランスの推進

①両立を支援する職場環境づくりの促進
130 各種制度の普及・

啓発
育児休業や看護休暇等の趣旨
や内容について普及啓発を図
ります。

人権・男女共同
参画課

普及啓発活動の実
施

実施 継続実施 【人権・男女共同参画課】
国・県等と連携し、関係法令や各種支援制度につい
てチラシ配布等により情報提供した。併せて、登録
団体への情報提供を行った。

【人権・男女共同参画課】
国・県等と連携を図り、関係法令、各種支援制度に
ついて、チラシの配布等で情報を提供する。

131 働く母親・父親を
支える職場づくり
の推進

働きながら子育てをしているす
べての人が、仕事と生活のバラ
ンスがとれた働き方ができるよ
う、企業・事業主に対し、子育て
をしている就労者に配慮した職
場づくりや子育てを支援する制
度の趣旨・内容について普及啓
発を図ります。

人権・男女共同
参画課

普及啓発活動の実
施

実施 継続実施 【人権・男女共同参画課】
子育て中の就労者に配慮した職場づくりや育児休
業等の子育て支援制度の趣旨・内容について、パネ
ル展等により周知した。
併せて、県と共催で女性活躍推進シンポジウムを開
催し、ワーク・ライフ・バランスや働き方改革等につ
いて啓発した。

【人権・男女共同参画課】
男女が共に働きやすい職場環境づくりについて、
パネルを市役所で展示し、またセミナーを開催し、
事業所等へ周知を図る。

②多様で柔軟な働き方と共育ての推進
132 ワーク・ライフ・バ

ランスの考え方の
普及・啓発

ワーク・ライフ・バランスの考え
方の理解や合意形成を促進す
るため、労働者、事業主、地域
住民等への意識啓発を図りま
す。

人権・男女共同
参画課

男女共同参画施策
推進業務/（市民実
感調査）

実施 継続実施 【人権・男女共同参画課】
情報紙やホームページに男女共同参画に係る市民
意識調査結果を掲載し、男女の地位の平等や固定
的役割分担意識等について周知した。

【人権・男女共同参画課】
情報紙配布やセミナー開催等により、ワーク・ライ
フ・バランスの意識啓発を行う。

133 働き方の見直しに
ついての意識啓発

父親・母親ともに職業生活優先
の意識や固定的役割分担意識
を改めるとともに、家庭生活・
家庭教育の重要性を認識し、バ
ランスのとれた働き方やライフ
スタイルを考えることのできる
意
識の啓発を図ります。

人権・男女共同
参画課

男女共同参画施策
推進業務/（市民実
感調査）

実施 継続実施 【人権・男女共同参画課】
働き方の見直しやワーク・ライフ・バランス、固定的
役割分担意識の解消に向けたパネル展を実施し
た。
併せて、アンコンシャス・バイアスに関する広報・講
座等を行い、家庭生活・家庭教育の重要性も含めた
意識啓発を行った。

【人権・男女共同参画課】
ワーク・ライフ・バランスや女性の活躍推進等に関
するパネルを市役所で展示し、またセミナーを開催
し、働き方を見直す契機とする。
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134 家庭における男女
共同参画意識の啓
発

固定的な性別役割分担意識に
とらわれることなく、男女がと
もに個人の能力を活かすことが
できるよう、男女共同参画につ
いて意識啓発を図ります。

人権・男女共同
参画課

男女共同参画施策
推進業務/（市民実
感調査）

実施 継続実施 【人権・男女共同参画課】男女共同参画意識の醸成
に向け、講演会・講座等を開催した。
併せて、情報紙・ホームページ等で市民意識調査結
果などを周知した。

【人権・男女共同参画課】男女共同参画意識の醸成
が図れるような講演会や講座等を開催する。

135 父親の家事・育児
への参加促進

家事・育児等は、家族の共同責
任であるという意識の浸透を
図り、父親の家事・育児への参
画を促進します。

人権・男女共同
参画課
健康推進課

家庭生活における
男女共同参画の推
進

実施 継続実施 【人権・男女共同参画課】
男女が協力して家事・育児・介護に参画することや
父親の家事・育児参加等について、パネル展を実施
し啓発した。
【健康推進課】
各種事業において、両親が共同して、家事・育児等
を行うよう、周知啓発した。

【人権・男女共同参画課】
男女が協力して家事・育児・介護への参画を進める
ことに関するパネルを市役所で展示し、周知を図
る。
【健康推進課】
引き続き、各種事業の中で、周知啓発していく。
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